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D.
ネ
ル
「
古
代
に
お
け
る
社
会
計
画

｜
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
婚
姻
法
に
つ
い＊

て１
）」

西
村
重
雄
（
訳
）

Ⅰ
皇
帝
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
は
紀
元
一
四
年
に
没
し
た
。
タ
キ
ト
ゥ
ス

（
年
代
記
三
巻
二
五
節
以
下
）
が
伝
え
る
よ
う
に
、
同
帝
の
主
導
に

よ
り
制
定
さ
れ
た
パ
ー
ピ
ウ
ス
・
ポ
ッ
パ
エ
ウ
ス
法lex

 
P
a
p
ia

 
P
o
p
p
a
ea

の
制
裁
を
緩
和
す
る
申
請
が
、
元
老
院
に
は
や
く
も
そ

の
六
年
後
に
提
出
さ
れ
た
。
タ
キ
ト
ゥ
ス
の
（
と
も
す
れ
ば
批
判
的

な
）
叙
述
に
よ
れ
ば
、
こ
の
法
律
の
目
的
は
独
身
者
処
罰
と
国
庫
増

収
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
、
出
生
数
の
増
加
で
は
な
く
大
き
な
社

会
的
不
安
を
も
た
ら
し
た
。
タ
キ
ト
ゥ
ス
の
簡
潔
な
要
約
を
借
り
れ

ば
、
い
わ
く
「
｜
｜
以
前
は
恥
ず
べ
き
行
動
に
悩
ま
さ
れ
、
今
で
は

法
律
に
悩
ま
さ
れ
るu

tq
u
e a
n
teh

a
c fla

g
itiis,ita tu

n
c leg

ib
u
s

 

la
b
o
ra
b
a
tu
r.

」。
こ
の
言
葉
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
タ
キ
ト
ゥ
ス

の
ロ
ー
マ
立
法
史
｜
い
わ
ば
黄
金
時
代
の
草
創
期
か
ら
法
律
の
数
も

種
類
も
限
り
な
い
現
在
に
至
る
ま
で
｜
に
関
す
る
有
名
な
辛
口
の
論

評
が
は
じ
ま
る
。

タ
キ
ト
ゥ
ス
が
、
ロ
ー
マ
立
法
に
対
し
｜
そ
し
て
お
そ
ら
く
は
立

法
そ
の
も
の
に
対
し
｜
否
定
的
な
立
場
を
採
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す

た
め
に
、
立
法
史
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
議
論
を
見
れ
ば
足
る
で
あ

ろ
う
。
草
創
期
に
お
い
て
は
法
律
も
な
く
同
時
に
良
き
状
況
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
、
人
々
の
間
で
平
等
が
失
わ
れ
た
結
果
と
し
て
法
律

が
導
入
さ
れ
た
、
と
一
般
的
に
述
べ
た
後
、
ロ
ー
マ
立
法
に
つ
い
て

論
ず
る
。
草
創
期
と
十
二
表
法
に
対
し
て
賞
賛
の
こ
と
ば
を
重
ね
る
。

次
い
で
立
法
の
変
質
が
も
う
始
ま
る
。
立
法
は
ふ
つ
う
政
治
闘
争
の

単
な
る
道
具
に
す
ぎ
ず
、
法
律
が
絶
え
間
な
く
増
加
す
る
の
は
国
家

没
落
の
徴
候
で
あ
る
（
年
代
記
三
巻
二
七
節
三
｜
｜
国
家
が
腐
敗
の

極
に
至
れ
ば
法
律
は
最
多
と
な
り...et

 
co
rru

p
tissim

a
 
re
 
p
u
b
-

lica
 
p
lu
rim

a
e leg

es

）。
ポ
ム
ペ
イ
ウ
ス
が
改
革
を
試
み
た
手
段

は
、
そ
の
是
正
対
象
で
あ
る
弊
害
よ
り
も
さ
ら
に
悪
い
も
の
で
あ
っ

た
。
最
後
に
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
の
法
律
は
一
般
に
、
厄
介
な
平

和
を
も
た
ら
し
た
、
と
。
こ
こ
で
、
タ
キ
ト
ゥ
ス
は
パ
ー
ピ
ウ
ス
・

ポ
ッ
パ
エ
ウ
ス
法
に
立
ち
戻
り
、
こ
の
法
律
は
社
会
不
安
を
煽
り
、

通
報
（
密
告
）
を
奨
励
し
、
一
般
に
恐
怖
を
ま
き
散
ら
し
た
、
と
結
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ぶ
。

Ⅱ
法
律
を
人
間
堕
落
の
徴
候
と
し
て
軽
蔑
す
る
の
は
、
古
代
に
お
い

て
タ
キ
ト
ゥ
ス
た
だ
一
人
の
み
で
は
な
い

参
看
、
セ
ネ
カ
、
書
簡

集
九
十
、
四
節
以
下
に
お
け
る
ポ
セ
イ
ド
ー
ニ
オ
ス
）。
し
か
し
、

タ
キ
ト
ゥ
ス
が
そ
の
消
極
的
評
価
を
歴
史
的
に
説
明
す
る
き
っ
か
け

が
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
の
婚
姻
法
で
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
を
惹
く
。

そ
の
内
容
を
理
解
す
る
た
め
に
、
人
口
問
題
状
況
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ

ス
帝
の
政
治
的
計
画
、
そ
の
立
法
措
置
の
内
容
に
つ
い
て
、
ま
ず
い

く
つ
か
の
素
描
的
叙
述
が
必
要
で
あ
る
。

人
口
政
策
に
関
す
る
考
慮
と
規
律
は
古
代
に
お
い
て
広
く
行
わ
れ

て
い
た
。
人
口
過
剰
の
場
合
は
食
料
危
機
、
移
住
に
迫
ら
れ
、
住
民

減
少
の
場
合
は
一
方
で
軍
事
的
弱
体
化
、
他
方
で
（
宗
教
的
社
会
的

汚
点
に
結
び
つ
く
）
家
族
・
氏
族
消
滅
の
危
険
に
曝
さ
れ
る
。
哲
学

者
は
、
人
口
が
安
定
的
で
あ
る
と
同
時
に
把
握
し
う
る
人
数
で
あ
る

こ
と
が
良
き
国
家
の
基
礎
で
あ
る
と
す
る
（
参
看
、
と
り
あ
え
ず
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
、
政
治
学
、
一
三
二
五
ｂ
以
下
）。

近
時
の
歴
史
的
社
会
統
計
学
研
究
を
信
頼
す
る
と
す
れ
ば
、
ロ
ー

マ
共
和
政
末
の
二
世
紀
に
お
い
て
、
ロ
ー
マ
国
民
数
は
、
減
少
で
は

な
い
と
し
て
も
、
停
滞
し
て
い
た
、
と
言
わ
れ
る
。
た
し
か
に
ロ
ー

マ
戸
口
調
査
総
数
は
増
加
傾
向
を
し
め
す
が
、
こ
れ
は
市
民
権
付
与

及
び
奴
隷
解
放
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
ロ
ー

マ
国
民
の
な
か
に
非
ロ
ー
マ
的
要
素
が
増
大
す
る
結
果
と
な
る
。
絶

え
間
な
い
戦
争
、
活
発
な
植
民
活
動
、

下
層
階
級
に
お
い
て
も
）

婚
姻
減
少
、
さ
ら
に
ま
た
妊
娠
中
絶
及
び
（
な
か
ん
ず
く
）
生
児
遺

棄
に
よ
る
消
極
的
家
族
計
画
が
、
人
口
停
滞
の
外
部
的
原
因
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
関
し
、
ロ
ム
ル
ス
王
の
伝
説
的
法
律
（
ハ
リ

カ
ル
ナ
ス
の
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
シ
オ
ス
、
二
巻
一
五
節
）
を
そ
の
徴
候

を
し
め
す
も
の
と
し
て
引
き
合
い
に
出
せ
る
。
同
法
に
よ
れ
ば
、
息

子
達
全
員
と
長
女
を
養
育
す
る
義
務
が
あ
る
。
こ
の
規
範
は
、
少
な

く
と
も
倫
理
原
則
の
性
格
を
持
つ
が
、
婚
姻
締
結
の
少
な
い
原
因
の

ひ
と
つ
が
女
性
不
足
が
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

た
し
か
に
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
以
前
に
独
身
、
子
無
し
抑
止
の

規
律
が
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
（
カ
ッ
シ
ウ
ス
・
デ
ィ
オ
、
五
六
巻

六
節
四
）。
例
え
ば
、
史
料
は
独
身
税
を
伝
え２

）、
ま
た
、
古
来
よ
り
、

監
察
官
は
戸
口
調
査
申
告
市
民
に
対
し
「
子
女
出
生
の
た
め
に
結
婚

す
るu

x
o
rem

 
se lib

eru
m
 
q
u
a
eren

d
u
m
 
g
ra
tia h

a
b
itu
ru
m

」

旨
の
宣
誓
を
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
（
参
看
、
と
り
あ
え
ず
、
ゲ
ッ

リ
ウ
ス
、
四
巻
三
節
二
）。
し
か
し
、
独
身
者
子
無
し
者
処
罰
は
そ

れ
が
特
に
必
要
で
あ
っ
た
ろ
う
時
期
に
は
む
し
ろ
限
定
的
で
首
尾
一
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貫
し
て
い
な
い
よ
う
に
み
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
、
そ
の
制
裁
も
（
な

か
ん
ず
く
戸
口
調
査
の
廃
絶
も
あ
っ
て
）
ま
た
数
も
少
な
く
重
み
も

軽
い
。

こ
の
状
況
が
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
治
下
に
お
い
て
変
わ
っ
た
。
同

帝
の
国
家
社
会
を
改
革
す
る
努
力
は
、
過
去
に
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う

な
良
き
状
況
の
回
復
と
い
う
旗
の
下
に
実
行
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

共
和
政
復
古
の
姿
を
装
っ
た
君
主
政
の
整
備
に
も
当
て
は
ま
る
（
ア

ン
カ
ラ
碑
文
三
四
節
）。
同
じ
こ
と
が
、
衰
微
し
た
家
族
・
身
分
関
係

良
俗
の
改
善
、
独
身
者
・
子
無
し
者
処
罰
の
努
力
に
も
当
て
は
ま
る
。

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
は
自
ら
そ
の
業
績
録
に
、
新
旧
間
の
こ
の
「
対

話
」
を
、
意
訳
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

朕
の
提
案
に

よ
り
発
布
さ
れ
た
新
た
な
法
律
が
、
当
代
で
は
殆
ど
忘
却
の
淵
に
沈

ん
で
い
た
数
多
く
の
祖
先
の
模
範
的
良
俗
を
回
復
し
、
同
時
に
、
後

世
に
対
し
て
も
、
多
く
の
分
野
で
模
範
的
な
実
例
を
示
し
た３

）」。

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
婚
姻
法
の
前
提
、
経
緯
、
内
容
、
効
果
を
個

別
に
叙
述
す
る
こ
と
は
こ
こ
で
は
可
能
で
も
な
く
ま
た
必
要
で
も
な

い
。
外
形
的
日
付
と
し
て
｜
同
帝
の
元
首
統
治
当
初
に
お
け
る
効
果

の
な
か
っ
た
試
み
（
参
看
、
プ
ロ
ペ
ル
テ
ィ
ウ
ス
、
哀
歌
二
巻
七

節
）
な
ら
び
に
、
そ
の
後
の
個
別
的
規
律
の
可
能
性
を
別
と
す
れ
ば

｜
紀
元
前
一
八
年
と
紀
元
後
九
年
と
い
う
二
つ
が
歴
史
的
に
重
要
で

あ
る
。
前
一
八
年
に
は
、
奢
侈
禁
止
法
（
奢
侈
ユ
ー
リ
ウ
ス
法lex

 

Iu
lia

 
su
m
p
tu
a
ria

）、
姦
通
禁
止
法
（
姦
通
処
罰
ユ
ー
リ
ウ
ス
法

L
ex
 
Iu
lia d

e a
d
u
lteriis co

ercen
d
is

）
の
よ
う
な
関
連
法
と
並

ん
で
、
市
民
身
分
の
婚
姻
に
関
す
る
法
律
（
市
民
身
分
婚
姻
に
関
す

る
ユ
ー
リ
ウ
ス
法lex

 
Iu
lia d

e m
a
rita

n
d
is o

rd
in
ib
u
s

）
が
発

布
さ
れ
た
。
紀
元
九
年
、
こ
の
法
律
を
「
婚
姻
法
」

婚
姻
に
関
す

る
パ
ー
ピ
ウ
ス
・
ポ
ッ
パ
エ
ウ
ス
法lex

 
P
a
p
ia
 
P
o
p
p
a
ea

 
n
u
p
tia
lis

）
が
改
正
し
補
完
し
た
。
第
二
の
法
律
は
第
一
の
法
律
を

全
面
的
に
は
廃
止
し
な
か
っ
た
の
で
、
婚
姻
法
の
中
身
は
こ
の
二
つ

の
法
律
か
ら
採
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
す
で
に
古
代
に

お
い
て
、
立
法
全
部
に
つ
い
て
一
体
と
し
て
注
解
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
解
釈
の
困
難
を
生
む
こ
と
と
な
っ
た
（
参
照
、

と
り
あ
え
ず
、
パ
ウ
ル
ス
、
学
説
彙
纂
一
巻
三
章
二
八
法
文
、
テ
ル

ト
ゥ
リ
ア
ー
ヌ
ス
、
護
教
論
四
）。

個
別
規
定
そ
れ
ぞ
れ
を
両
法
の
ど
ち
ら
か
に
正
確
に
割
当
て
る
こ

と
は
、
両
法
を
一
体
と
し
て
注
解
が
な
さ
れ
た
た
め
に
、
不
可
能
で

あ
る
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
も
｜
四
世
紀
以
降
の
法
律
の
漸
次
の
部

分
的
廃
止
の
た
め
に
｜
た
だ
断
片
的
な
知
識
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い

こ
と
は
も
っ
と
深
刻
で
あ
る４

）。
こ
の
立
法
の
持
つ
性
格
、
及
び
そ
の

も
た
ら
し
た
反
響
を
理
解
す
る
た
め
に
、
少
な
く
と
も
、
今
日
に
伝

わ
る
規
範
の
い
く
つ
か
を
例
示
的
に
示
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
法

律
の
最
も
重
要
な
目
的
は
処
罰
と
報
償
に
よ
る
婚
姻
、
子
女
増
加
の

古代における社会計画（D.ネル）
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奨
励
で
あ
り
、
も
っ
と
別
の
目
標
は
、
身
分
、
と
り
わ
け
元
老
院
身

分
の
「
不
純
排
除
」
で
あ
る
。

一

婚
姻
禁
止
。
出
生
自
由
人
で
あ
る
ロ
ー
マ
人
に
対
し
て
、
不
名

誉
婦
女
（
例
え
ば
娼
婦
、
姦
婦
）
と
の
婚
姻
を
禁
止
し
た
。
こ

れ
に
加
え
、
元
老
院
議
員
と
そ
の
子
孫
に
対
し
て
、
解
放
自
由

人
（
解
放
奴
隷
）、
俳
優
、
そ
の
子
供
と
の
婚
姻
を
禁
止
し
た
。

二

婚
姻
強
制
。
男
子
は
二
五
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
、
女
子
は
二
十

歳
か
ら
五
十
歳
ま
で
婚
姻
義
務
を
負
う
。
そ
の
結
果
、
離
婚
又

は
死
亡
に
よ
り
婚
姻
が
解
消
し
た
場
合
、
再
婚
義
務
が
生
ず
る
。

ち
な
み
に
、
こ
の
点
に
つ
き
、
ユ
ー
リ
ウ
ス
法
と
パ
ー
ピ
ウ

ス
・
ポ
ッ
パ
エ
ウ
ス
法
と
で
は
違
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
女
性
の
た
め
に
待
婚
期
間
を
、
前
法
で

は
、
死
亡
に
よ
る
婚
姻
解
消
で
は
一
年
、
離
婚
で
は
半
年
で
あ

る
が
、
後
法
で
は
二
年
な
い
し
一
年
半
に
そ
れ
ぞ
れ
延
長
し
た
。

三

有
子
の
権
」iu

s lib
ero

ru
m

が
こ
の
婚
姻
義
務
を
免
除
し
た
。

生
来
自
由
人
（
男
女
を
と
わ
ず
）
で
は
子
供
を
三
名
、
解
放
自

由
人
で
は
子
供
を
四
名
持
つ
者
は
、
全
面
的
に
こ
の
法
律
上
の

不
利
益
か
ら
免
れ
た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
権
利
を
子
無
し
者
に

対
し
て
特
権
と
し
て
付
与
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
の
ほ
か
、

女
性
は
法
定
婦
女
後
見
に
服
し
た
が
、
有
子
の
権
に
よ
り
こ
の

後
見
を
免
れ
た
。
ま
た
、
解
放
自
由
人
は
、
こ
の
権
利
に
よ
り
、

そ
の
解
放
者
（
保
護
者
）
と
の
関
係
で
特
に
有
利
な
立
場
に
た

つ
。

四

そ
の
他
の
規
律
と
し
て
、
例
え
ば
、
婚
姻
し
な
い
こ
と
を
条
件

と
す
る
遺
言
条
項
の
効
力
を
否
定
し
、
ま
た
、
婚
姻
締
結
を
家

長
権
保
持
者
の
意
に
反
し
て
も
可
能
と
し
た
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

五

制
裁
は
と
り
わ
け
相
続
法
分
野
で
行
わ
れ
た
（
相
続
「
能
力
」

問
題
）。
も
っ
と
も
、
す
べ
て
の
無
遺
言
相
続
な
ら
び
に
遺
言

相
続
で
三
親
等
ま
で
の
直
系
尊
属
・
卑
属
を
相
続
人
に
指
定
す

る
限
り
、
対
象
外
で
あ
る
。
独
身
者ca

eleb
s

は
、
遺
言
に
よ

る
相
続
人
あ
る
い
は
受
遺
者
と
し
て
は
、
百
日
以
内
に
婚
姻
し

な
い
限
り
、
一
切
取
得
し
得
な
い
。
婚
姻
中
の
子
無
し
者

o
rb
u
s

は
、
そ
の
半
分
の
み
取
得
す
る
。
夫
婦
間
相
続
に
つ
き

も
っ
と
制
限
が
あ
る
。
相
続
「
能
力
」
を
欠
く
こ
と
に
よ
っ
て

生
ず
る
脱
落
財
産b

o
n
a
 
ca
d
u
ca

は
、
他
の
遺
言
相
続
人
な

い
し
受
遺
者
の
う
ち
（
法
律
要
件
を
充
た
す
婚
姻
か
ら
出
生

の
）
子
供
少
な
く
と
も
一
人
を
持
つ
者
が
第
一
順
位
で
取
得
し
、

次
い
で
、
国
庫
が
第
二
順
位
で
取
得
す
る
。
タ
キ
ト
ゥ
ス
（
年

代
記
三
巻
二
八
節
三
）
の
皮
肉
な
表
現
に
よ
れ
ば
、

国
家
は

い
わ
ば
万
民
の
父
親
と
し
てv

elu
t
 
p
a
ren

s
 
o
m
n
iu
m

 
p
o
p
u
lu
s

」。

六

私
法
以
外
で
の
重
要
な
優
遇
と
制
裁
が
こ
れ
に
加
わ
る
。
例
え
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ば
、
国
家
官
職
（
さ
ら
に
都
市
官
職５

）も
）
選
任
、
同
僚
制
官
職

の
先
任
権
、
後
に
は
、
｜
こ
の
法
律
の
原
則
の
準
用
に
よ
り

｜
公
的
負
担
の
免
除
に
も
妥
当
し
た
。
ロ
ー
マ
人
に
と
っ
て
き

わ
め
て
重
要
な
公
競
技
へ
の
参
加
禁
止
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
は
あ
ま
り
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

七

最
後
に
、
法
律
に
は
通
報
者
報
償
金
規
定
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う

（
タ
キ
ト
ゥ
ス
、
年
代
記
三
巻
二
八
節
三
）。
国
家
的
監
視
が
十

分
に
は
及
ば
な
い
の
で
、
通
報
者d

ela
to
res

と
い
う
私
人
の

共
助
な
し
に
は
、
済
ま
す
こ
と
が
出
来
な
い６

）。
他
の
法
律
に
お

け
る
類
例
か
ら
す
る
と
、
報
償
は
脱
落
財
産
の
｜
わ
ず
か
で
は

な
い
｜
割
前
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
素
描
に
よ
っ
て
も
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
の
婚
姻

立
法
は
ロ
ー
マ
市
民
の
私
的
自
由
、
社
会
的
可
能
性
に
深
く
干
渉
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
印
象
は
、
ロ
ー
マ
の
立
法
一

般
、
特
に
婚
姻
法
に
特
有
な
瑣
事
拘
泥
的
で
個
別
決
定
主
義
的
な
傾

向
を
考
え
る
と
、
も
っ
と
具
体
的
な
も
の
と
な
る
。
こ
れ
を
明
瞭
に

す
る
た
め
に
、
夫
婦
間
遺
言
相
続
に
つ
い
て
の
冒
頭
部
分
を
掲
記
す

る
こ
と
で
十
分
で
あ
ろ
う７

）。

一
、
夫
及
び
妻
は
、
そ
の
相
互
間
で
、

婚
姻
に
鑑
み
、
財
産
の
十
分
の
一
を
取
得
し
う
る
。
他
の
婚
姻
か
ら

の
生
存
子
を
有
す
る
な
ら
ば
、
上
記
十
分
の
一
に
加
え
、
子
供
一
名

に
つ
き
そ
れ
ぞ
れ
十
分
の
一
づ
つ
取
得
す
る
。
二
、
夫
婦
が
自
分
達

の
息
子
一
人
又
は
自
分
達
の
娘
一
人
を
命
名
以
降
に
喪
失
す
る
な
ら
、

更
に
十
分
の
一
が
付
加
さ
れ
る
。
夫
婦
が
命
名
以
降
に
二
名
を
喪
失

す
る
な
ら
十
分
の
二
が
付
加
さ
れ
る
」。
法
文
は
こ
の
よ
う
な
現
代

社
会
立
法
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
や
り
方
で
さ
ら
に
続
く
。

Ⅲ
立
法
事
業
の
効
果
に
つ
い
て
議
論
す
る
と
す
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な

局
面
を
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
確
実
な
答
え
あ
る
い
は
総

括
的
な
答
え
は
望
む
べ
く
も
な
い
。

形
式
的
に
は
、
ロ
ー
マ
市
民
す
べ
て
が
婚
姻
立
法
の
名
宛
人
と
な

る
。
し
か
し
、
財
産
法
上
あ
る
い
は
官
職
法
上
に
生
ず
る
効
果
は
、

と
り
わ
け
有
資
産
層
が
そ
の
影
響
を
蒙
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
相

続
法
的
制
裁
を
課
す
る
法
律
の
財
産
最
低
額
も
同
じ
方
向
を
示
し
て

い
る
。
例
え
ば
、
エ
ジ
プ
ト
の
ロ
ー
マ
財
務
官
の
手
引
き
書
で
あ
る

い
わ
ゆ
る
「
ロ
ー
マ
財
務
官
法
書８

）」
に
お
い
て
、
独
身
、
子
無
し
の

ロ
ー
マ
人
男
性
に
対
し
て
付
与
さ
れ
た
遺
産
が
、
十
万
セ
ス
テ
ル

テ
ィ
ウ
ス
以
上
、
女
性
の
場
合
は
五
万
セ
ス
テ
ル
テ
ィ
ウ
ス
以
上
の

場
合
に
国
庫
に
収
用
さ
れ
る
。
参
考
例
を
あ
げ
る
な
ら
、
都
市
参
事

会
構
成
員
で
あ
る
た
め
に
、
通
例
少
な
く
と
も
十
万
セ
ス
テ
ル
テ
ィ
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ウ
ス
を
保
有
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
下
層
民
に
も
一
連
の
規
律
は
、
確
か
に
意
味
が
あ
っ
た
。

大
部
分
の
（
こ
こ
で
は
詳
細
を
記
さ
な
い
）
規
定
は
、
既
婚
有
子
の

解
放
自
由
人
を
優
遇
し
た９

）。
解
放
自
由
人
の
中
に
も
富
裕
な
も
の
が

い
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
前
提
と
す
る
訳
に
は
い
か
な
い
。
ち
な

み
に
、
以
前
の
奴
隷
は
あ
ら
ま
し
非
イ
タ
リ
ア
地
域
の
出
身
で
あ
る

の
で
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
の
人
口
政
策
は
近
代
的
意
味
で
の
「
人

種
主
義
的
政
治
」
と
は
同
視
で
き
な
い
。

有
子
の
権iu

s lib
ero

ru
m

が
婦
女
を
婦
女
後
見
か
ら
解
放
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
確
か
に
、
と
り
わ
け
、
少
な
く
と
も
財
産
を
い

く
ば
く
か
持
つ
女
性
に
は
意
味
が
あ
っ
た
。
同
意
の
必
要
な
行
為

（
例
え
ば
債
務
負
担
、
奴
隷
解
放
、
遺
言
作
成
）
は
全
く
財
産
の
な

い
婦
女
に
と
っ
て
は
、
ほ
と
ん
ど
関
係
が
な
い
。
し
か
し
、

有
子

の
権
」
の
比
較
的
多
数
の
実
例
が
見
ら
れ
る
こ
と10

）は
、
最
低
財
産
額

が
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の

権
利
が
持
つ
こ
と
を
否
定
で
き
な
い
「
精
神
的
」
満
足
に
つ
い
て
、

こ
こ
で
全
く
無
視
す
る
の
は
良
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
パ
ー
ピ
ウ
ス
・

ポ
ッ
パ
エ
ウ
ス
法
が
非
嫡
出
子
の
「
出
生
証
明
」
に
つ
い
て
も
規
定

し
た
と
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
言
及
に
値
す
る
。
非
嫡
出
子
は
、
お
そ

ら
く
、
当
時
も
下
層
民
に
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う11

）。

婚
姻
法
の
処
罰
と
報
償
が
財
産
を
持
た
な
い
独
身
無
産
者
に
は
比

較
的
関
心
の
薄
い
ど
う
で
も
い
い
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
間
違
い

な
い
。
同
じ
く
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
の
主
導
の
下
に
行
わ
れ
た
元

老
院
議
決
が
、
劇
場
・
円
形
競
技
場
の
座
席
配
置
に
つ
い
て
、
独
身

者
を
不
利
益
に
取
り
扱
っ
た
こ
と
（
ス
エ
ト
ー
ニ
ウ
ス
、
ア
ウ
グ
ス

ト
ゥ
ス
帝
伝
四
四
節
）
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
無
産
者
を
悩
ま
し
た

か
も
知
れ
な
い
。
ち
な
み
に
、
無
産
階
層
の
出
生
数
増
加
の
た
め
に

は
、
財
政
的
措
置
も
必
要
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
事
は
、

ト
ラ
ヤ
ー
ヌ
ス
帝
が
約
百
年
後
、
困
窮
子
女
の
養
育
財
団
を
創
設
し

た
の
が
最
初
で
あ
る
（
参
看
、
プ
リ
ー
ニ
ウ
ス
、
祝
祭
賦
二
六
、

五
）。こ

れ
ら
に
加
え
、
パ
ー
ピ
ウ
ス
・
ポ
ッ
パ
エ
ウ
ス
法
以
降
二
世
紀

に
亘
る
「
追
加
法
令
」、
法
学
者
に
よ
る
そ
の
解
釈
・
適
用
の
努
力
、

非
法
律
文
献
に
見
ら
れ
る
強
い
反
響
は
、
婚
姻
立
法
が
重
要
で
あ
っ

た
こ
と
を
証
明
す
る
。
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
自
身
が
ま
ず
何
度
も
改

正
し
た
後
、
テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
帝
か
ら
セ
ウ
ェ
ー
ル
ス
諸
帝
に
至
る
間

に
、
伝
承
が
十
全
で
な
い
の
に
半
ダ
ー
ス
以
上
の
元
老
院
議
決
、
お

よ
び
、
皇
帝
の
一
連
の
規
律
が
、
婚
姻
法
の
分
野
に
関
す
る
規
律
に

か
か
わ
っ
て
い
る
。
た
ま
に
法
律
の
緩
和
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る

も
の
の
、
こ
れ
ら
の
立
法
は
原
則
的
に
は
欠
陥
の
是
正
、
適
用
回
避

可
能
性
の
解
消
に
努
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
規
律
に
お
い
て
、
当
初

は
対
象
と
し
な
か
っ
た
事
項
の
規
律
（
例
え
ば
、
母
親
相
続
権
、
い
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く
つ
か
の
公
的
負
担
の
免
除
）
に
も
婚
姻
立
法
の
諸
原
則
を
適
用
し

た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

こ
の
法
律
に
対
す
る
法
学
者
の
関
与
に
つ
い
て
述
べ
る
。
ア
ウ
グ

ス
ト
ゥ
ス
帝
期
の
指
導
的
法
学
者
で
「
体
制
批
判
者
」
で
あ
る
ラ
ベ

オ
ー
が
早
く
も
婚
姻
立
法
を
取
り
扱
う
（
参
照
、
と
り
あ
え
ず
、
学

説
彙
纂
四
〇
巻
七
章
四
二
法
文
、
と
り
わ
け
同
、
二
四
巻
一
章
三
二

（
二
三
は
誤
記
）
法
文
二
七
項
に
お
け
る
批
判
）。
古
典
期
盛
期
の
ケ

ル
ス
ス
お
よ
び
ユ
ー
リ
ア
ー
ヌ
ス
の
両
大
家
は
、
そ
の
著
作
集

d
ig
esta

に
お
い
て
多
数
の
巻
を
こ
れ
に
割
い
て
い
る
。
そ
の
次
の

時
代
に
は
、
法
学
者
の
手
に
な
る
婚
姻
立
法
専
門
の
注
解
書
が
伝
え

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ガ
ー
イ
ウ
ス
、
マ
ウ
リ
キ
ア
ー
ヌ
ス
、
マ
ル

ケ
ッ
ッ
ル
ス
、
テ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
・
ク
レ
メ
ン
ス
、
パ
ウ
ル
ス
、
ウ

ル
ピ
ア
ー
ヌ
ス
の
も
の
で
あ
る
。

先
に
示
唆
の
よ
う
に
）
ロ
ー
マ

法
学
者
の
学
問
的
文
献
の
主
要
史
料
で
あ
る
ユ
ー
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ヌ

ス
帝
学
説
彙
纂
成
立
時
に
婚
姻
法
の
大
部
分
は
効
力
を
持
た
な
か
っ

た
の
で
あ
る
か
ら
、
法
学
者
著
作
が
比
較
的
豊
富
に
伝
承
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
そ
れ
だ
け
一
層
注
目
に
値
す
る
。

非
法
文
献
に
お
い
て
注
目
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
同
時
代
の

（
そ
の
他
の
）
立
法
に
対
し
て
大
勢
は
無
関
心
で
あ
っ
た
こ
と
を
考

え
る
と
意
外
で
あ
る
が
、
婚
姻
法
の
内
容
か
ら
す
れ
ば
理
解
し
う
る
。

こ
の
よ
う
に
頻
繁
に
直
接
間
接
に
言
及
さ
れ
る
ロ
ー
マ
の
法
律
は
確

か
に
他
に
殆
ど
見
当
た
ら
な
い
。
言
及
す
る
の
は
、
完
全
は
期
し
得

な
い
こ
と
は
承
知
の
上
で
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
リ
ー
ウ
ィ
ウ
ス
、

ホ
ラ
ー
テ
ィ
ウ
ス
、
オ
ヴ
ィ
ド
ゥ
ス
、
哲
学
者
セ
ネ
カ
、
ク
リ
ン

テ
ィ
リ
ア
ー
ヌ
ス
、
プ
ル
ー
タ
ル
コ
ス
、
小
プ
リ
ー
ヌ
ス
、
マ
ル

テ
ィ
ア
ー
リ
ス
、
ユ
ウ
ェ
ナ
ー
リ
ス
、
タ
キ
ト
ゥ
ス
、
ス
エ
ト
ー
ニ

ウ
ス
、
ゲ
ッ
リ
ウ
ス
、
カ
ッ
シ
ウ
ス
・
デ
ィ
オ
、
テ
ル
ト
ゥ
リ
ア
ー

ヌ
ス
。
通
報
制
は
、
こ
の
法
律
に
実
効
性
を
与
え
、
同
時
に
そ
れ
を

証
明
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
言
及
す
る
も
の
が
稀
で
な
い

（
参
看
、
と
り
あ
え
ず
、
タ
キ
ト
ゥ
ス
、
三
巻
二
五
節
一
、
プ
リ
ー

ニ
ウ
ス
、
祝
祭
賦
三
四
以
下
）。
婚
姻
立
法
の
重
要
性
が
薄
れ
た
帝

政
後
期
に
お
い
て
さ
え
、
ア
ウ
ソ
ニ
ウ
ス
は
嘲
笑
詩
詞
を
婚
姻
法
に

対
し
て
作
詞
し
て
い
る
（
短
嘲
詩
九
一
）。

こ
の
立
法
が
人
目
を
強
く
引
い
た
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
も
た
ら
し

た
も
の
が
多
か
っ
た
こ
と
を
こ
れ
に
よ
っ
て
容
易
に
証
明
し
得
る
と

し
て
も
、
こ
の
こ
と
は
、
立
法
者
が
第
一
次
的
に
望
ん
だ
効
果
、
す

な
わ
ち
、
独
身
、
子
無
し
を
抑
止
す
る
こ
と
に
成
功
を
収
め
た
か
ど

う
か
に
つ
い
て
は
、
問
題
は
別
で
あ
る
。
明
白
な
、
と
り
わ
け
、
統

計
と
い
っ
た
証
拠
が
欠
け
る
た
め
、
確
実
な
答
え
は
不
可
能
で
あ
る
。

そ
の
際
、
な
お
、
我
々
は
仮
説
的
因
果
連
鎖
を
再
構
築
で
き
な
い
、

と
い
う
あ
り
き
た
り
の
論
拠
も
持
ち
出
す
必
要
が
あ
る
。
近
時
の
研

究
文
献
は
こ
の
法
律
の
効
果
に
関
し
て
は
一
般
に
懐
疑
的
で
あ
る
。
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僅
か
な
徴
表
を
利
用
し
て
詳
細
に
議
論
す
る
こ
と
は
こ
こ
で
は
出
来

な
い
と
し
て
も
、
い
く
つ
か
の
考
慮
を
す
る
と
、
や
や
異
な
っ
た
答

と
な
る
で
あ
ろ
う
。

婚
姻
法
に
お
い
て
は
、

既
述
の
よ
う
に
）
そ
の
相
続
法
上
の
制

裁
は
、
法
定
相
続
で
は
ま
っ
た
く
な
く
、
ま
た
少
な
く
と
も
富
裕
層

が
好
ん
だ
遺
言
に
よ
る
相
続
で
も
限
ら
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
効
果

は
確
か
に
少
な
か
ら
ず
限
ら
れ
て
い
た
。
相
続
人
指
定
の
な
い
死
因

処
分
は
、
小
書
付
に
よ
っ
て
の
み
限
ら
れ
た
範
囲
で
、
可
能
で
あ
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ち
な
み
に
、
ロ
ー
マ
法
で
は
、
相
続

人
指
定
な
き
遺
言
は
無
効
と
い
う
原
則
が
妥
当
し
た
の
で
あ
る
。
無

遺
言
相
続
に
甘
ん
じ
る
者
は
、
そ
の
限
度
で
遺
言
に
よ
る
処
分
を
す

べ
て
諦
め
る
。

な
お
、
い
つ
も
批
判
と
悲
観
論
に
傾
く
タ
キ
ト
ゥ
ス
が
、
婚
姻
法

は
目
標
の
効
果
を
挙
げ
な
か
っ
た
と
す
る
こ
と
は
、
先
に
言
及
し
た
。

少
な
く
と
も
一
見
す
る
限
り
で
は
、
多
数
の
「
社
会
批
判
的
」
な
言

及
が
こ
の
見
方
を
裏
付
け
る
。
そ
れ
ら
の
言
及
は
、
子
供
が
い
な
い

こ
と
の
利
益
を
実
際
に
広
く
享
受
し
た
こ
と
、
お
よ
び
、
そ
れ
と
密

接
に
連
関
し
て
ロ
ー
マ
で
相
続
詐
欺
の
悪
弊
の
広
汎
な
蔓
延
に
つ
い

て
述
べ
る
の
で
あ
る12

）。
ま
た
、
古
い
貴
族
的
氏
族
の
衰
微
に
つ
い
て

も
述
べ
る
必
要
が
あ
る
。
ユ
ー
リ
ウ
ス
・
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
朝
諸
帝

の
時
代
に
お
け
る
政
治
闘
争
で
の
皇
帝
の
手
に
よ
る
大
量
殺
戮
だ
け

を
こ
の
氏
族
途
絶
の
原
因
と
す
る
こ
と
は
お
そ
ら
く
出
来
な
い
で
あ

ろ
う
。

以
上
の
婚
姻
法
の
効
果
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
と
す
る
証
拠
と
は
異

な
り
、
効
果
が
あ
っ
た
と
す
る
証
拠
と
し
て
、
ま
ず
、
セ
ネ
カ
（
恩

恵
論
三
巻
三
三
節
四
）
お
よ
び
プ
ル
ー
タ
ル
コ
ス
（
倫
理
集
四
九
三

Ｅ
）
お
よ
び
、
属
州
に
お
い
て
さ
え
見
ら
れ
る
三
子
の
権iu

s
 

triu
m
 
lib
ero

ru
m

の
普
及
が
あ
る
。
ロ
ー
マ
国
民
の
人
口
増
加
、

す
な
わ
ち
、
紀
元
前
八
年
四
二
三
万
三
千
人
、
紀
元
一
四
年
四
九
三

万
七
千
人
、
紀
元
四
七
年
五
九
八
万
四
〇
七
二
人13

）、
も
、
市
民
権
付

与
及
び
奴
隷
解
放
に
よ
る
増
加
数
だ
け
か
ら
は
お
そ
ら
く
は
説
明
出

来
な
い
。
も
し
、
お
よ
そ
仮
説
を
敢
て
立
て
る
と
す
れ
ば
、
悲
観
的

な
言
い
方
は
首
都
ロ
ー
マ
に
居
住
す
る
上
層
部
に
関
す
る
こ
と
と
み

る
べ
き
で
あ
る
。
皇
帝
又
は
元
老
院
は
、
第
一
次
的
に
、
上
層
部
構

成
員
で
子
無
し
者
に
対
し
て
、
婚
姻
法
の
制
裁
を
免
れ
さ
せ
た
め
、

有
子
の
権iu

s lib
ero

ru
m

の
特
権
を
付
与
し
た
。
最
後
に
、
古
氏

族
の
衰
微
、
イ
タ
リ
ア
人
及
び
属
州
民
の
指
導
層
へ
の
昇
進
も
同
じ

方
向
を
意
味
す
る
。
従
っ
て
、
婚
姻
法
は
、
習
俗
批
判
の
渦
中
に
あ

る
首
都
ロ
ー
マ
の
社
会
以
外
で
は
い
く
ば
く
か
の
効
果
が
あ
っ
た
こ

と
は
否
定
で
き
な
い
。

タ
キ
ト
ゥ
ス
（
年
代
記
三
巻
二
五
節
一
）
の
強
調
す
る
第
二
目
的

で
あ
る
国
庫
増
収
は
、
第
一
の
（
人
口
政
策
的
）
目
的
と
独
特
の
相
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互
補
完
関
係
に
立
っ
て
い
る
。
婚
姻
立
法
の
人
口
政
策
的
効
果
が
薄

い
ほ
ど
、
財
政
目
的
が
良
く
達
成
さ
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
逆
と
も
な

り
う
る
。
こ
の
立
法
は
よ
く
平
衡
が
保
た
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、

効
果
が
絶
対
的
に
無
い
こ
と
は
「
論
理
的
」
に
有
り
得
な
い
。
や
や

誇
張
し
て
言
え
ば
、
競
合
す
る
両
目
的
は
｜
想
定
通
り
に
｜
上
層
富

裕
層
が
国
庫
増
収
に
有
利
に
今
後
も
独
身
、
子
無
し
に
傾
き
、
非
富

裕
層
が
そ
の
人
口
政
策
的
義
務
を
果
た
す
場
合
に
最
適
に
到
達
さ
れ

る
。
国
庫
増
収
効
果
に
つ
い
て
数
量
的
な
こ
と
は
言
い
得
な
い
。
皇

帝
が
、
原
則
的
に
元
老
院
の
管
理
す
る
本
来
の
国
庫
（
ア
エ
ラ
ー
リ

ウ
ムa

era
riu
m

）
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
、
皇
帝
金
庫
（
専
門
用

語
で
の
国
庫
フ
ィ
ス
ク
スfiscu

s

）
を
優
遇
す
る
の
は
良
く
知
ら
れ

た
傾
向
で
あ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
皇
帝
金
庫
が
脱
落
財
産

b
o
n
a ca

d
u
ca

を
要
求
し
た
の
は
や
っ
と
後
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る

と
す
る
（
極
め
て
乏
し
い
史
料
で
あ
る
が
そ
の
よ
う
な
可
能
性
が
あ

る14
））

な
ら
、
脱
落
財
産
か
ら
の
収
入
が
あ
ま
り
重
要
で
は
な
か
っ
た

こ
と
の
証
し
で
あ
ろ
う
。

法
律
の
名
宛
人
達
は
常
に
立
法
の
こ
の
財
政
的
意
図
を
意
識
し
て

い
た
こ
と
（
参
看
、
と
り
あ
え
ず
、
プ
リ
ー
ニ
ウ
ス
、
祝
祭
賦
四

二
）、
お
よ
び
、
三
世
紀
初
頭
に
こ
の
意
図
の
方
が
人
口
政
策
的
目

標
を
（
最
終
的
に
）
凌
駕
し
た
こ
と
、
の
二
点
だ
け
は
あ
る
程
度
確

か
で
あ
る
。
脱
落
財
産
は
、
こ
の
時
期
以
降
、
原
則
と
し
て
、
も
は

や
有
子
者
で
あ
る
遺
言
共
同
相
続
人
、
共
同
受
遺
者
で
は
な
く
、
従

来
補
充
的
に
取
得
す
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
国
庫
が
第
一
次
的
に
取
得

し
た
（
ウ
ル
ピ
ア
ー
ヌ
ス
、
法
範
一
七
章
二
法
文
）。

ど
の
立
法
で
も
あ
る
よ
う
に
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
の
婚
姻
法
で

も
、
想
定
の
、
あ
る
い
は
、
想
定
外
の
付
随
効
を
伴
っ
た
。
主
要
目

的
の
達
成
に
懐
疑
的
で
あ
る
と
し
て
も
、
副
次
的
効
果
の
少
な
く
と

も
そ
の
い
く
つ
か
が
社
会
政
策
的
に
肯
定
的
に
評
価
さ
れ
る
も
の
な

ら
ば
、
主
目
的
が
達
成
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
一
部
は
補
う
こ
と
に

な
ろ
う
。
し
か
し
、
史
料
か
ら
は
、
こ
れ
ら
副
次
的
効
果
を
積
極
的

に
望
ん
だ
か
、
な
い
し
、
甘
受
し
た
か
、
あ
る
い
は
、
そ
も
そ
も
考

慮
に
上
っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
、
明
確
な
説
明
は
出
て
こ
な
い
。
以

下
、
若
干
の
例
を
挙
げ
る
。

我
々
の
知
る
か
ぎ
り
で
は
、
婚
姻
法
の
制
裁
は
、
法
定
相
続
に
は

関
わ
ら
ず
も
っ
ぱ
ら
遺
言
相
続
に
関
す
る
。
し
か
も
、
直
系
尊
属
・

卑
属
の
取
得
に
は
原
則
と
し
て
妥
当
し
な
い
（
参
看
、
再
度
ウ
ル
ピ

ア
ー
ヌ
ス
、
法
範
一
八
章
）。

法
定
」
相
続
人
（
市
民
法
上
で
あ
れ
、

法
務
官
法
上
で
あ
れ
）
の
範
囲
は
、
こ
れ
ら
の
優
遇
さ
れ
る
者
よ
り

広
い
の
で
、
婚
姻
法
が
法
定
相
続
増
加
に
寄
与
し
た
こ
と
を
全
面
的

に
は
否
定
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
は
家
族
政
策
的
に
肯
定
的
に
評
価

で
き
よ
う
。

第
二
点
は
「
女
性
解
放
」
の
分
野
に
か
か
わ
る
。
女
性
は
、
有
子
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の
権iu

s lib
ero

ru
m

に
よ
り
法
定
後
見
免
除
の
可
能
性
を
持
つ
の

み
で
な
い
。
こ
の
婦
女
後
見
の
存
在
は
通
例
法
政
策
的
に
は
女
性
の

「
軽
率lev

ita
s a

n
im
i

」
に
対
す
る
保
護
と
し
て
根
拠
付
け
る
（
参

看
、
と
り
あ
え
ず
、
ガ
ー
イ
ウ
ス
、
法
学
提
要
一
巻
一
九
〇
節
）。

有
子
の
権
が
特
権
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
理
由
は
み
せ
か
け
で

あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
。
従
っ
て
、
ま
さ
に
、
有
子
の
権
も
ま

た
、
婦
女
後
見
を
衰
退
さ
せ
た
原
因
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。
家
長
が

婚
姻
締
結
に
反
対
す
る
場
合
に
家
長
権p

a
tria

 
p
o
testa

s

が
制
限

さ
れ
る
こ
と
は
こ
れ
と
類
似
の
例
で
あ
る
（
参
看
、
マ
ル
キ
ア
ー
ヌ

ス
、
学
説
彙
纂
二
三
巻
二
章
一
九
法
文
）。
解
放
自
由
人
は
子
供
を

持
つ
と
、
保
護
者
と
の
関
係
に
お
い
て
有
利
な
立
場
を
得
た
（
参
看
、

と
り
あ
え
ず
、
ガ
ー
イ
ウ
ス
、
法
学
提
要
三
巻
四
二
節
）。
婚
姻
法

は
こ
の
よ
う
に
い
た
る
と
こ
ろ
で
「
解
放
的
」
傾
向
を
促
進
し
た
。

最
後
に
、
ロ
ー
マ
人
は
遺
言
自
由
を
と
り
わ
け
高
く
評
価
し
た
が
、

そ
こ
か
ら
生
じ
た
嘆
か
わ
し
い
結
果
を
制
限
す
る
こ
と
に
も
言
及
す

る
。
例
え
ば
、
遺
言
に
お
い
て
、
独
身
・
子
無
し
で
あ
る
こ
と
を
条

件
と
し
て
与
え
る
条
項
は
原
則
と
し
て
削
除
さ
れ
た
（
参
照
、
と
り

あ
え
ず
、
テ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
・
ク
レ
メ
ン
ス
お
よ
び
ガ
ー
イ
ウ
ス
、

学
説
彙
纂
三
五
巻
一
章
六
二
法
文
以
下
、
パ
ウ
ル
ス
、
意
見
集
三
巻

四
ｂ
章
二
法
文
）。

な
お
、
こ
こ
に
は
ま
さ
に
難
し
い
一
連
の
問
題
が
も
っ
と
あ
る
。

例
え
ば
、
法
律
が
婚
姻
と
結
婚
生
活
に
対
す
る
態
度
に
対
し
て
与
え

る
影
響
、
あ
る
い
は
、
法
律
が
社
会
的
関
係
そ
の
も
の
に
対
し
て
与

え
る
影
響
に
関
わ
る
も
の
等
で
あ
る
。
後
者
に
つ
き
、
こ
の
法
律
が

推
奨
し
た
通
報
制
が
ま
た
も
や
想
い
起
こ
さ
れ
る
。
後
に
ま
た
見
る

よ
う
に
、
こ
の
婚
姻
法
の
適
用
を
免
れ
よ
う
と
、
絶
え
間
な
く
試
み

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
う
い
っ
た
回
避
行
為

が
法
律
そ
の
も
の
の
権
威
に
与
え
た
損
害
は
大
き
く
、
人
口
政
策
的

及
び
財
政
的
効
果
が
実
際
に
生
じ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
よ
り
も
重
大

で
は
な
か
っ
た
の
か
、
が
問
題
と
な
ろ
う
。

こ
の
法
律
の
規
律
は
、
伝
統
的
価
値
の
回
復
を
目
指
す
が
、
そ
の

こ
と
が
他
の
伝
統
的
価
値
と
矛
盾
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
は
と

く
に
重
要
で
あ
る
。
実
際
、
法
律
は
未
亡
人
の
再
婚
、
子
無
し
夫
婦

の
離
別
を
求
め
た
。
確
か
に
、
こ
れ
ら
の
現
象
は
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス

帝
期
に
は
広
く
拡
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
お
そ
ら
く
良
俗
に
反
す

る
と
し
て
厳
し
く
批
判
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
こ
の
時
代
に
も
一
度
だ
け
結
婚
の
女
性u

n
iv
ira

を
賞
賛
す
る

こ
と
は
通
用
し
て
い
た
（
参
照
、
と
り
あ
え
ず
、
ト
ゥ
ー
リ
ア
追
賛

墓
碑la

u
d
a
tio fu

n
eb
ris T

u
ria
e

、F
IR
A

三
巻
六
九
）。
同
様
に
、

離
婚
が
倫
理
的
に
問
題
な
し
と
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
ア
ウ
グ
ス

ト
ゥ
ス
帝
自
ら
、
婚
姻
法
の
（
今
日
そ
の
復
元
は
出
来
な
い
）
条
項

に
よ
り
離
婚
障
碍
要
件
を
創
設
し
た
（
ス
エ
ト
ー
ニ
ウ
ス
、
ア
ウ
グ
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ス
ト
ゥ
ス
帝
伝
三
四
章
二
節
）。
子
無
し
で
あ
る
こ
と
は
比
較
的
早

く
離
婚
正
当
原
因
と
し
て
承
認
さ
れ
て
い
た
と
す
る
証
拠
が
あ
る

（
ワ
レ
リ
ウ
ス
・
マ
ク
シ
ム
ス
、
二
巻
一
章
四
、
ス
エ
ト
ー
ニ
ウ
ス
、

ガ
ル
バ
帝
伝
五
章
二
節
）。
理
由
無
い
離
婚
と
理
由
あ
る
離
婚
の
区

別
は
確
か
に
出
来
る
と
し
て
も
、
マ
ル
テ
ィ
ア
ー
リ
ス
の
詩
は
ア
ウ

グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
の
婚
姻
立
法
（
も
っ
と
も
こ
こ
で
は
姦
通
処
罰
ユ
ー

リ
ウ
ス
法
）
が
離
婚
歓
迎
傾
向
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
（
警
句
集
六
巻
七15

））

ユ
ー
リ
ウ
ス
法
が
国
民
に
再
び
施
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、

家
々
に
貞
潔
が
戻
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
日
か
ら
、
フ
ァ
ウ
ス

テ
ィ
ー
ヌ
ス
君
、
今
日
で
三
〇
日
足
ら
ず
か
も
っ
と
短
い
の
に
、

テ
レ
シ
ッ
ラ
は
も
う
十
人
目
の
亭
主
と
結
婚
し
た
。
そ
ん
な
に

何
度
も
結
婚
す
る
の
は
、
結
婚
し
た
の
で
な
く
、
姦
通
を
合
法

的
に
し
て
い
る
ん
だ
。
も
っ
と
単
純
な
売
春
婦
の
ほ
う
が
ま
だ

か
ん
じ
が
い
い
よ
。

今
ま
で
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
の
婚
姻

法
は
効
果
が
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
の
問
題
に
つ
い
て
、
主
要
目
的
達

成
に
つ
い
て
殆
ど
答
え
を
出
せ
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
こ
と

が
わ
か
る
。
財
政
的
効
果
を
別
に
し
て
も
、
婚
姻
法
の
副
次
的
効
果

は
き
わ
め
て
大
き
い
と
推
測
で
き
る
。

Ⅳ
婚
姻
法
の
効
果
の
問
題
を
扱
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
々
は
、
こ
の

よ
う
な
法
律
に
お
い
て
と
り
わ
け
重
要
な
問
題
、
す
な
わ
ち
、
法
律

の
影
響
を
蒙
っ
た
国
民
の
反
応
の
問
題
に
も
う
立
ち
入
っ
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
ま
さ
に
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
の
婚

姻
法
の
よ
う
に
、
古
代
の
立
法
で
我
々
の
伝
承
の
中
に
こ
の
よ
う
な

強
い
反
響
を
呼
ん
だ
も
の
は
殆
ど
他
に
な
い
。
こ
れ
ら
の
反
響
に
特

徴
的
な
の
は
、
嘲
笑
的
あ
て
こ
す
り
が
常
に
含
ま
れ
、
ま
た
、
個
別

問
題
で
の
多
数
の
法
批
判
的
意
見
が
あ
る
の
に
立
法
の
動
機
・
目
的

を
根
本
的
に
批
判
す
る
も
の
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

確
か
に
、
こ
の
立
法
が
持
つ
高
度
な
「
象
徴
的
」
作
用
を
表
す
も
の

で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
、
こ
の
法
律
が
伝
統
的
良
俗
基
準
に
よ
っ
て
も
、

部
分
的
に
は
十
分
批
判
し
う
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
に
値
す

る
。本

稿
で
取
り
扱
う
時
期
の
良
俗
の
実
際
を
ど
の
よ
う
な
も
の
に
想

定
し
よ
う
と
も
、
立
法
者
の
良
俗
基
準
は
本
質
的
に
法
律
の
適
用
対

象
者
達
の
良
俗
基
準
と
同
一
で
あ
っ
た
。
そ
の
基
準
は
、
そ
の
限
り

で
非
難
の
余
地
な
い
伝
統
か
ら
生
ず
る
が
、
そ
の
伝
統
は
ア
ウ
グ
ス

ト
ゥ
ス
帝
が
意
識
的
に
そ
の
目
的
の
た
め
に
設
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
は
、
立
法
が
抵
抗
に
遭
っ
た
時
、
監
察
官
と
し
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て
ク
ゥ
イ
ン
ト
ゥ
ス
・
メ
テ
ッ
ル
ス
・
マ
ケ
ド
ニ
ク
ス
が
紀
元
前
一

三
一
年
、
独
身
者
、
子
無
し
者
を
批
判
し
て
行
っ
た
有
名
な
演
説
を

流
布
さ
せ
た16

）。
帝
は
、
そ
う
す
る
こ
と
で
、
そ
の
法
律
に
お
い
て
何

ら
新
ら
し
い
こ
と
を
自
ら
企
て
る
つ
も
り
の
無
い
こ
と
を
示
し
た
。

歴
史
家
カ
ッ
シ
ウ
ス
・
デ
ィ
オ
（
五
六
巻
二
｜
九
節
）
は
、
紀
元
九

年
に
行
わ
れ
た
と
さ
れ
る
ふ
た
つ
の
演
説
に
お
い
て
、
ア
ウ
グ
ス

ト
ゥ
ス
帝
の
す
べ
て
の
論
拠
と
伝
統
を
要
約
し
、
こ
れ
ら
の
演
説
は

そ
の
時
代
の
ロ
ー
マ
人
に
婚
姻
と
子
弟
養
育
の
必
要
性
を
反
論
の
余

地
無
く
証
明
し
た
。
従
っ
て
、
享
楽
主
義
に
親
し
む
独
身
詩
人
ホ

ラ
ー
テ
ィ
ウ
ス
も
ま
た
、
ユ
ー
リ
ウ
ス
婚
姻
法
を
紀
元
前
一
七
年
、

世
紀
大
祝
祭
公
演
で
の
祝
祭
賦ca

rm
en
 
sa
a
ecu

la
re

に
お
い
て
、

ユ
ー
リ
ウ
ス
法
を
賞
賛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た17

）。
大
層
批
判
的
で
あ

る
タ
キ
ト
ゥ
ス
自
身
も
こ
の
法
律
を
暗
に
念
頭
に
、

立
派
な
法
律

b
o
n
a
e leg

es

」
と
特
徴
付
け
た
（
ゲ
ル
マ
ニ
ア
、
一
九
）。
根
本
的

な
批
判
を
行
い
、
た
と
え
ば
、
独
身
生
活
の
自
由
と
無
制
約
を
謳
歌

す
る
者
（
カ
ッ
シ
ウ
ス
・
デ
ィ
オ
、
五
六
巻
六
節
六
）
は
、
無
節
操
、

利
己
主
義
、
公
共
善
無
視
と
い
っ
た
批
判
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

公
式
的
良
俗
基
準
が
表
面
的
に
は
受
容
さ
れ
た
よ
う
に
見
え
て
も
、

こ
の
立
法
に
対
す
る
反
響
か
ら
、
表
に
は
現
れ
な
い
原
理
的
「
批

判
」
が
あ
る
こ
と
が
推
測
し
う
る
。
例
え
ば
、
法
律
の
厳
し
さ
が
多

か
れ
少
な
か
れ
具
体
的
に
嘆
か
れ
る
（
参
照
、
と
り
あ
え
ず
、
カ
ッ

シ
ウ
ス
・
デ
ィ
オ
、
五
六
巻
一
節
二
、
よ
り
具
体
的
に
タ
キ
ト
ゥ
ス
、

年
代
記
、
三
巻
二
五
節
一
）。
と
り
わ
け
、
法
律
が
奨
励
す
る
通
報

制
度
が
そ
の
重
要
な
き
っ
か
け
と
な
る
（
タ
キ
ト
ゥ
ス
、
同
所
、
ス

エ
ト
ー
ニ
ウ
ス
、
ネ
ロ
帝
伝
一
〇
節
一
）。
ち
な
み
に
、
法
律
の
課

す
不
利
益
を
合
法
的
方
法
で
、
あ
る
い
は
特
に
非
合
法
的
手
段
を
弄

し
て
免
れ
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
た
。
三
子
の
権iu

s triu
m
 
lib
ero

-

ru
m

を
、

前
述
の
よ
う
に
）、
独
身
者
、
子
無
し
者
も
特
権
と
し

て
取
得
し
得
た
。
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
が
、
最
初
の
婚
姻
か
ら
娘
一

人
を
持
つ
の
み
な
の
で
、
お
そ
ら
く
早
く
も
こ
の
法
律
か
ら
免
れ
た

こ
と
は
、
法
律
の
権
威
に
と
っ
て
確
か
に
有
益
で
は
無
か
っ
た
。
同

じ
く
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
は
、
第
二
の
妻
リ
ビ
ア
に
対
し
て
、

そ
の
初
婚
か
ら
出
生
の
）
息
子
二
人
を
持
つ
の
み
な
の
で
、
こ
の

よ
う
な
免
除
を
得
さ
せ
た
（
カ
ッ
シ
ウ
ス
・
デ
ィ
オ
、
五
五
巻
二
節

五
以
下
）。

元
首
は
法
律
か
ら
免
れ
るp

rin
cep

s
 
leg
ib
u
s

 
so
lu
tu
s

」
と
い
う
影
響
す
る
と
こ
ろ
大
の
有
名
な
句
の
当
初
の
意

味
は
こ
の
こ
と
に
関
す
る
と
思
わ
れ
る
（
ウ
ル
ピ
ア
ー
ヌ
ス
、
学
説

彙
纂
一
巻
三
章
三
一
法
文
、
参
看
、
カ
ッ
シ
オ
ス
・
デ
ィ
オ
、
五
九

巻
一
五
節
一
、
タ
キ
ト
ゥ
ス
、
年
代
記
三
巻
二
六
節
三
末
尾
）。
紀

元
一
・
二
世
紀
の
皇
帝
の
殆
ど
が
有
子
の
権iu

s lib
ero

ru
m

を
自

然
に
は
取
得
し
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
皇
帝
家
族
に
対
す
る

こ
の
よ
う
な
特
権
付
与
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
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な
お
、
貴
族
出
身
で
は
な
い
詩
人
マ
ル
テ
ィ
ア
ー
リ
ス
に
対
す
る
こ

の
特
権
の
付
与
（
参
照
、
と
り
あ
え
ず
、
警
句
集
、
二
巻
九
二
）
は
、

こ
の
特
権
の
付
与
が
実
務
上
は
少
数
の
上
層
部
構
成
員
に
限
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う18

）。

法
律
回
避
が
繰
り
返
し
試
み
ら
れ
、
ま
た
、
場
合
に
よ
り
成
功
し

た
こ
と
は
、
婚
姻
法
が
嫌
ら
わ
れ
て
い
た
と
い
う
症
候
を
示
し
、
同

時
に
、
そ
の
権
威
を
損
う
危
険
が
あ
る
。
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
立
法

を
補
完
す
る
そ
の
後
の
規
律
は
、
と
り
わ
け
、
回
避
行
為
を
阻
止
す

る
た
め
に
費
や
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
死
因
贈
与
・
信
託
遺
贈
に

よ
っ
て
、
相
続
法
上
の
取
得
禁
止
を
避
け
る
こ
と
が
始
ま
っ
た
。
い

く
つ
か
の
元
老
院
議
決
が
こ
の
抜
け
道
を
閉
ざ
す19

）と
、
こ
ん
ど
は
黙

示
的
信
託
遺
贈
に
よ
り
法
律
を
避
け
る
試
み
が
さ
れ
、
そ
の
発
見
の

た
め
に
ま
た
も
や
通
報
者
を
必
要
と
し
た
。
何
人
か
の
法
学
者

（
ガ
ー
イ
ウ
ス
及
び
古
典
期
晩
期
の
パ
ウ
ル
ス
）
が
こ
の
黙
示
的
信

託
遺
贈ta

cita
 
fid
eico

m
m
issa

阻
止
の
た
め
に
専
門
書
を
著
作

し
て
い
る
。
も
っ
と
大
仕
掛
な
回
避
行
為
は
仮
装
婚
姻
・
仮
装
養
子

縁
組
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
婚
姻
・
縁
組
は
い
ず
れ
も
、
結
ば
れ
て
も

す
ぐ
に
解
消
さ
れ
る
の
で
あ
る20

）。

法
律
の
効
果
を
免
れ
る
こ
と
は
簡
単
で
は
な
く
、
ま
た
、
公
然
と

批
判
す
る
こ
と
は
殆
ど
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
の
で
、
不
満
は
他
の
は
け

口
を
求
め
た
。
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
自
ら
そ
の
法
律
の
要
件
を
す
べ

て
の
点
で
は
充
た
さ
な
か
っ
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
婚
姻
立
法
の

良
俗
基
準
と
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
の
態
度
の
矛
盾
は
、
同
時
代
の

人
々
に
と
っ
て
も
、
皮
肉
の
愉
し
み
の
種
と
な
っ
た
と
見
ら
れ
る21

）。

帝
自
ら
、

意
地
悪
く
も
）
執
政
官
マ
ル
ク
ス
・
パ
ー
ピ
ウ
ス
・
ル

テ
ィ
リ
ウ
ス
、
ク
ゥ
イ
ン
ト
ゥ
ス
・
ポ
ッ
パ
エ
ウ
ス
・
セ
ク
ン
ド
ゥ

ス
に
、
両
名
が
独
身
、
子
無
し
で
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
あ
る
い
は
、

そ
う
で
あ
っ
た
が
故
に
、
紀
元
九
年
の
婚
姻
法
を
提
案
さ
せ
た
こ
と

は
、
特
別
の
注
目
を
惹
い
た
で
あ
ろ
う
（
こ
の
両
名
の
名
前
か
ら
、

パ
ー
ピ
ウ
ス
・
ポ
ッ
パ
エ
ウ
ス
法lex P

a
p
ia P

o
p
p
a
ea

と
呼
ば
れ

る
）

カ
ッ
シ
ウ
ス
・
デ
ィ
オ
、
五
六
巻
一
〇
節
三
）。

非
法
律
文
献
に
み
ら
れ
る
、
大
部
分
は
皮
肉
を
こ
め
た
頻
繁
な
こ

の
法
律
に
対
す
る
当
て
こ
す
り
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
を
「
嘲
笑

に
よ
る
負
荷
軽
減
」
の
手
段
と
し
て
素
朴
心
理
学
的
に
特
徴
付
け
得

る
か
も
し
れ
な
い
。
あ
ま
た
の
例
か
ら
こ
こ
で
は
唯
一
例
を
述
べ
る
。

ユ
ウ
ェ
ナ
ー
リ
ス
、
風
刺
短
詩
、
九
に
お
け
る
「
父
役
代
行
者
」
と

し
て
の
間
男
が
、
性
的
不
能
者
で
あ
る
夫
の
忘
恩
を
嘆
く
。

あ
い

つ
に
息
子
と
娘
が
出
来
た
の
は
オ
レ
の
働
き
で
は
な
い
の
か

そ
れ

で
、
や
つ
が
ち
ゃ
ん
と
で
き
る
こ
と
が
公
に
認
め
ら
れ
た
だ
け
で
な

く
、
相
続
人
と
な
っ
て
遺
贈
を
全
部
う
け
と
れ
る
。
加
え
て
、
独
り

身
、
子
無
し
の
共
同
受
遺
者
の
脱
落
財
産
ま
で
も
。
も
し
あ
い
つ
に

三
人
目
も
こ
さ
え
さ
せ
て
や
っ
た
な
ら
、
三
子
の
権
で
も
っ
と
大
き
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な
利
益
が
あ
っ
た
ろ
う
に22

）」。

皮
肉
な
当
て
こ
す
り
の
他
に
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
の
法
律
が
技

術
的
に
未
熟
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
も
批
判
が
あ
る
。
実
際
の
と
こ

ろ
、
こ
の
法
律
は
、
先
法
の
ユ
ー
リ
ウ
ス
法
と
後
法
の
パ
ー
ピ
ウ

ス
・
ポ
ッ
パ
エ
ウ
ス
法
の
ふ
た
つ
の
法
律
の
融
合
が
不
完
全
な
た
め

に
と
り
わ
け
そ
う
な
の
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
、
ロ
ー
マ
立
法
技
術

の
根
本
的
欠
陥
の
た
め
に
、
曖
昧
さ
お
よ
び
矛
盾
を
含
ん
で
い
た
。

法
律
の
規
定
に
間
隙
が
あ
り
、
そ
れ
が
法
律
回
避
行
動
へ
と
誘
う
こ

と
に
つ
い
て
は
先
に
指
摘
し
た
。
こ
こ
で
も
ま
た
、
一
例
の
み
を
挙

げ
る
。
夫
は
｜
前
述
の
よ
う
に
｜
そ
の
（
子
無
し
の

）
妻
に
対
し

て
、
遺
産
の
十
分
の
一
の
み
を
遺
し
得
た
。
こ
れ
に
対
し
、
娼
婦

m
eretrix

あ
る
い
は
蕩
婦fem

in
a
 
p
ro
b
ro
sa

に
対
し
て
は
、

も
っ
と
多
く
の
割
合
、
お
そ
ら
く
は
遺
産
の
四
分
の
一
を
遺
与
し
得

た
（
も
っ
と
も
、
こ
れ
に
必
要
な
要
件
は
明
ら
か
で
な
い
）。
ド
ミ

テ
ィ
ア
ー
ヌ
ス
帝
が
よ
う
や
く
こ
の
矛
盾
を
解
消
し
た
。
す
な
わ
ち
、

蕩
婦
に
対
し
、

遺
言
に
よ
り

）
相
続
す
る
能
力
、
な
い
し
、
遺

贈
を
取
得
す
る
能
力
そ
の
も
の
を
否
定
し
た23

）。

ち
な
み
に
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
婚
姻
法
の
こ
の
「
改
善
」
は
、

法
律
の
改
正
が
原
則
と
し
て
同
時
に
法
律
を
厳
し
く
す
る
こ
と
で
あ

る
と
示
す
多
数
の
事
例
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
良
俗
回

復
を
目
的
と
す
る
規
範
に
対
し
て
原
理
的
に
抵
抗
す
る
こ
と
が
不
可

能
で
あ
る
こ
と
を
再
度
極
め
て
明
瞭
に
示
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、

こ
の
法
律
改
正
は
批
判
か
ら
生
ず
る
お
そ
ら
く
は
逆
説
的
な
結
果
を

示
し
て
い
る
。
批
判
は
立
法
全
体
に
対
す
る
苦
情
な
の
に
、
個
別
の

点
し
か
突
き
得
な
い
し
、
そ
の
批
判
の
結
果
は
、
負
担
を
軽
く
す
る

の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
重
く
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
法
律
に
対
し
法
学
者
達
が
行
っ
た
解
釈
は
、
特
別
の
論
究
を

必
要
と
す
る
が
、
こ
こ
で
は
出
来
な
い
。
法
学
者
が
、
ア
ウ
グ
ス

ト
ゥ
ス
帝
の
婚
姻
立
法
以
前
の
（
ま
た
部
分
的
に
は
そ
の
後
も
続
い

た
）
法
状
況
を
強
調
し
て
「
古
い
法iu

s a
n
tiq
u
u
m

」
と
表
示
し

（
参
照
、
と
り
あ
え
ず
、
ウ
ル
ピ
ア
ー
ヌ
ス
、
法
範
一
八
章
）、
帝
の

法
律
そ
の
も
の
を
「
新
法leg

es n
o
v
a
e

」
と
し
て
こ
れ
に
対
比
す

る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
（
参
照
、
と
り
あ
え
ず
、
ウ
ル
ピ
ア
ー
ヌ

ス
、
学
説
彙
纂
三
四
巻
七
章
五
法
文
）。
こ
の
表
現
の
中
に
、
無
条

件
に
批
判
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
古
代
で
は
新

し
い
こ
と
を
否
定
的
な
も
の
と
同
視
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
に
留
意

す
る
必
要
が
あ
る
（
参
照
、
法
学
文
献
か
ら
、
ウ
ル
ピ
ア
ー
ヌ
ス
、

学
説
彙
纂
二
巻
二
章
一
法
文
三
項
で
の
特
殊
例
）。

素
人
批
判
家
」
と
同
様
に
、
法
学
者
も
法
律
の
技
術
的
未
熟
さ

に
不
平
を
述
べ
る
（
ガ
ー
イ
ウ
ス
、
法
学
提
要
三
巻
四
七
節
、
ウ
ル

ピ
ア
ー
ヌ
ス
、
学
説
彙
纂
二
四
巻
三
章
六
四
法
文
九
項
中
の
ラ
ベ

オ
ー
）。
し
か
し
、
法
学
者
達
が
本
法
を
拡
大
的
に
適
用
し
た
の
か
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そ
れ
と
も
制
限
的
に
適
用
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
｜
そ
れ
が
判
明
す

れ
ば
、
同
時
に
、
法
学
者
達
の
本
法
に
対
す
る
一
般
的
な
態
度
が
そ

こ
か
ら
推
論
し
え
た
で
あ
ろ
う
が
｜
、
伝
承
の
法
文
史
料
か
ら
は
っ

き
り
し
た
結
論
を
引
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
法
律
に
対
す
る
態

度
は
、
法
学
者
毎
に
、
時
代
毎
に
、
ま
た
、
個
別
規
定
毎
に
違
っ
て

い
た
で
あ
ろ
う
。
我
々
は
こ
こ
で
は
、
一
見
す
る
の
み
で
は
矛
盾
す

る
次
の
二
つ
の
引
用
を
指
摘
す
る
こ
と
に
甘
ん
ず
る
。
遺
言
条
項
が
、

再
婚
を
結
果
と
し
て
制
限
す
る
が
法
律
文
言
そ
の
も
の
に
は
抵
触
し

な
い
も
の
を
解
釈
す
る
と
き
に
、
法
学
者
テ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
・
ク
レ

メ
ン
ス
は
次
の
よ
う
に
そ
の
無
効
を
理
由
付
け
る
。

解
釈
は
子
女

養
育
を
優
遇
す
べ
く
発
布
さ
れ
た
国
家
に
有
用
な
法
律
を
支
援
す
べ

き
で
あ
る
」

学
説
彙
纂
三
五
巻
一
章
六
四
法
文
一
項
末
尾24

））。
ち
な

み
に
、
古
典
期
法
学
者
が
法
的
論
証
か
ら
社
会
的
評
価
の
領
域
に
公

然
と
移
行
す
る
の
は
極
端
に
稀
で
あ
る
だ
け
に
、
こ
の
表
現
は
注
目

を
惹
く
。
第
二
の
言
明
は
、
ユ
ー
ス
テ
ィ
ー
ニ
ア
ー
ヌ
ス
帝
の
あ
る

勅
法
に
由
来
す
る25

）。
こ
の
勅
法
に
よ
れ
ば
、
法
学
者
達
が
、
遺
言
に

よ
る
取
得
を
制
限
す
る
こ
の
法
律
の
規
定
を
嫌
い
、
そ
の
た
め
に
、

回
避
を
認
め
た
、
と
。
こ
の
言
葉
が
正
し
け
れ
ば
、
法
学
者
達
が
一

般
的
嫌
悪
を
代
表
し
て
本
法
律
の
最
重
要
制
裁
を
制
限
す
る
こ
と
に

努
力
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

Ⅴ
婚
姻
法
に
対
す
る
い
た
る
と
こ
ろ
で
の
活
発
で
強
い
反
響
は
、

ロ
ー
マ
立
法
史
の
中
で
こ
の
法
律
の
も
つ
特
別
の
性
格
に
由
来
す
る
。

少
な
く
と
も
、
こ
こ
で
関
心
の
あ
る
時
代
に
お
い
て
、
ひ
と
つ
の
広

範
な
社
会
分
野
、
す
な
わ
ち
、
婚
姻
・
家
族
分
野
に
お
い
て
、
立
法

に
よ
っ
て
社
会
の
考
え
方
と
行
動
様
式
を
新
た
に
方
向
付
け
る
こ
と

を
試
み
た
唯
一
の
例
で
あ
る
。
以
下
こ
の
特
色
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
に
努
め
る
。

ま
ず
、
古
代
に
お
い
て
立
法
手
段
に
よ
る
社
会
計
画
が
全
く
想
定

外
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
な
誤
解
は
解
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
法
典
化
と

普
通
言
わ
れ
る
立
法
事
業
の
な
さ
れ
た
こ
と
を
想
い
起
こ
す
必
要
あ

る
。
こ
の
法
典
化
は
、
｜
ロ
ー
マ
の
十
二
表
法
（
紀
元
前
四
五
〇
年

頃
）
の
よ
う
に
｜
そ
の
目
的
・
内
容
に
関
し
見
解
の
相
違
が
あ
ろ
う

と
も
、
成
っ
た
も
の
を
確
実
に
す
る
の
み
な
ら
ず
、
変
更
を
生
じ
さ

せ
、
再
び
、
安
定
さ
せ
る
の
に
役
立
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
こ
で
関
心

の
あ
る
時
代
の
直
前
に
も
、
カ
エ
サ
ル
は
新
私
法
制
定
の
計
画
を
企

図
し
て
い
る
（
ス
エ
ト
ー
ニ
ウ
ス
、
カ
エ
サ
ル
伝
四
四
節
二
）。

ま
た
、
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
者
の
国
家
・
立
法
に
つ
い
て
の
理
論
的
努

力
を
ロ
ー
マ
人
は
良
く
知
っ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

プ
ラ
ト
ン
は
、
こ
の
努
力
を
重
ね
て
、
国
家
の
史
的
現
象
形
態
の
分
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析
の
み
な
ら
ず
、
理
想
国
家
の
計
画
に
至
っ
た
こ
と
は
良
く
知
ら
れ

て
い
る
。
そ
れ
が
実
地
に
移
さ
れ
れ
ば
、
間
違
い
な
く
、
社
会
を
根

本
か
ら
新
し
く
秩
序
付
け
る
こ
と
に
至
っ
た
で
あ
ろ
う
。
キ
ケ
ロ
ー

が
、

国
家
論
」
お
よ
び
「
法
律
論
」
の
著
作
に
お
い
て
、
理
想
的

規
範
の
実
現
要
求
を
新
た
に
立
て
た
の
は
、
お
な
じ
く
、
共
和
政
末

年
の
こ
と
で
あ
る
。

プ
ラ
ト
ン
・
キ
ケ
ロ
ー
と
比
較
す
る
と
）
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
の

婚
姻
立
法
は
、
計
画
が
立
案
さ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
こ
こ
で
は
、
そ

れ
が
実
行
さ
れ
た
こ
と
に
、
極
め
て
陳
腐
と
は
い
え
現
実
的
な
地
平

で
そ
の
新
し
さ
が
あ
る
。
そ
の
他
の
相
違
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
必

要
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
お
お
よ
そ
を
記
す
の
み
で
あ
る
。

十
二
表
法
は
、
は
る
か
に
遡
る
時
代
に
制
定
さ
れ
た
。
そ
の
目
標

は
（
量
的
に
も
質
的
に
も
）
把
握
し
う
る
小
さ
な
社
会
に
お
い
て26

）、

階
級
対
立
（
こ
の
意
味
は
こ
こ
で
は
詳
し
く
は
論
じ
な
い
）
に
よ
り

危
険
に
瀕
し
た
社
会
的
平
和
を
回
復
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
規
律
は
、

そ
れ
に
対
応
し
て
、
比
較
的
単
純
、
簡
潔
で
あ
り
、
婚
姻
法
の
細

密
・
瑣
事
拘
泥
的
構
成
と
は
全
く
異
な
る
。
ま
た
、
例
え
ば
、
な
る

ほ
ど
、
贅
沢
規
制
に
お
い
て
は
、

ま
さ
に
古
代
で
は
不
可
欠
な
）

留
保
付
き
で
あ
る
と
い
え
、
市
民
の
私
的
領
域
と
呼
び
う
る
分
野
を

対
象
と
す
る
。
し
か
し
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
の
婚
姻
法
は
、
そ
の

規
律
対
象
の
性
質
か
ら
、
市
民
の
私
的
領
域
に
は
る
か
に
深
く
立
ち

入
っ
た
こ
と
、
し
か
も
そ
れ
が
、
紀
元
前
五
世
紀
に
比
べ
、
個
人
主

義
の
著
し
い
進
展
が
あ
っ
た
時
期
で
あ
る
こ
と
は
、
何
ら
説
明
を
必

要
と
し
な
い
。
最
後
に
、
カ
エ
サ
ル
の
い
わ
ゆ
る
法
典
制
定
計
画
に

そ
も
そ
も
何
が
し
か
確
実
な
こ
と
が
言
え
る
限
り
で
は
あ
る
が
、
そ

れ
は
社
会
改
革
で
な
く
、
む
し
ろ
、
把
握
が
も
う
容
易
で
な
く
な
っ

た
多
量
の
市
民
法iu

s civ
ile

を
簡
素
化
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

哲
学
者
が
描
い
た
理
想
国
家
並
び
に
理
想
的
立
法
の
た
め
の
設
計

図
は
、
こ
こ
で
取
り
扱
う
時
代
に
お
い
て
は
｜
そ
の
理
由
は
と
も
あ

れ
｜
実
際
的
行
動
の
範
と
し
て
は
何
ら
意
味
が
な
か
っ
た
（
参
照
、

と
り
あ
え
ず
、
プ
ラ
ト
ン
の
政
体
に
対
す
る
ポ
リ
ュ
ビ
オ
ス
の
言
葉
、

六
巻
四
七
節
七
以
下
）。
そ
の
う
ち
に
、

君
主
政
、
貴
族
政
、
民
主

政
の
混
合
に
よ
る
）
混
合
政
体
論
が
優
勢
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

混
合
政
体
論
か
ら
、
国
家
支
配
分
割
の
要
請
を
引
き
出
し
得
て
も
、

立
法
に
よ
る
広
範
な
社
会
計
画
を
直
接
に
展
開
す
る
こ
と
は
出
来
な

か
っ
た
。
哲
学
的
考
察
が
一
方
で
は
政
体
問
題
、
他
方
で
む
し
ろ
抽

象
的
に
普
遍
的
理
想
的
法
秩
序
の
問
題
に
専
念
し
た
こ
と
は
そ
の
表

れ
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
法
学
も
受
容
し
た
、
立
法
そ
の
も
の
の
貢
献
能

力
に
つ
い
て
の
も
の
を
含
め
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
学
派
の
い
く
つ

か
の
言
明
を
別
に
す
れ
ば
、
哲
学
的
議
論
は
従
っ
て
実
際
の
立
法
に

通
例
あ
ま
り
有
用
で
な
か
っ
た
。
過
激
的
個
人
主
義
と
し
て
高
進
し
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て
、
禁
忌
違
反
（
た
と
え
ば
近
親
相
姦
禁
止
侵
犯
）
を
、
あ
る
い
は

真
正
哲
学
者
は
法
律
か
ら
絶
対
的
に
自
由
で
あ
る
、
と
宣
伝
主
張
し

な
い
か
ぎ
り
、
哲
学
的
議
論
は
、
具
体
的
に
な
る
と
、
法
律
は
哲
学

的
倫
理
の
要
求
に
は
縁
遠
い
も
の
だ
、
と
言
う
指
摘
で
大
抵
は
満
足

し
た
。

こ
こ
で
素
描
し
た
特
色
は
、
キ
ケ
ロ
ー
に
全
面
的
に
は
当
て
は
ま

る
も
の
で
は
な
い
。
キ
ケ
ロ
ー
は
、
と
り
わ
け
「
法
律
論
」
に
お
い

て
、

抽
象
的
な
国
家
で
は
な
く
）
ロ
ー
マ
の
た
め
に
理
想
的
法
秩

序
を
設
計
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
際
、
キ
ケ
ロ
ー
に
と
っ
て
は
、

｜
往
古
志
向
的
な
理
想
郷
に
お
け
る
｜
以
前
の
良
き
状
況
、

父
祖

達
の
慣
行m

o
s m

a
io
ru
m

」
の
復
興
が
そ
の
関
心
事
で
あ
る
。
規

定
の
表
現
・
性
格
に
お
い
て
、
十
二
表
法
に
直
接
的
に
な
ら
う
も
の

で
な
い
が
、
古
風
な
法
を
な
ら
お
う
と
努
力
し
て
い
る
こ
と
（
参
照
、

法
律
論
二
巻
七
章
一
八
節
）
は
、
そ
の
表
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、
他

方
で
は
、
キ
ケ
ロ
ー
は
そ
の
法
草
案
に
お
い
て
は
、
最
重
要
の
制

度
・
原
則
の
み
を
記
し
、
ま
た
公
法iu

s p
u
b
licu

m

が
そ
の
中
心
で

あ
る
。

確
か
に
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
の
婚
姻
法
は
、
キ
ケ
ロ
ー
の
素
案

と
い
く
つ
か
の
共
通
点
が
見
出
さ
れ
る
。
同
帝
に
と
っ
て
は
、
こ
こ

で
は
、
国
制
立
法
で
は
な
く
、

た
だ
」
婚
姻
・
家
族
の
規
律
に
関
心

が
あ
り
、
規
律
は
は
る
か
に
正
確
に
具
体
化
し
て
い
る
。
し
か
し
、

過
去
を
規
範
と
看
做
す
と
い
う
過
去
へ
の
視
点
は
両
者
に
共
通
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
、
現
在
か
ら
離
れ
た
将
来
を
社
会
計
画
す
る
こ
と
が

関
心
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
、
プ
ラ
ト
ン
的
国
家
も
そ
の
理
念
と
起

源
が
互
い
に
近
づ
く
こ
と
で
、
将
来
社
会
計
画
立
案
と
全
く
か
け
離

れ
て
い
る
と
い
う
訳
で
も
な
い
。
す
な
わ
ち
、
明
確
に
表
現
さ
れ
た

社
会
計
画
そ
れ
ぞ
れ
は
伝
統
に
お
い
て
正
当
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
帰
結
に
つ
い
て
い
え
ば
、
復
古
と
革
命
は
そ
れ
ぞ
れ
既

存
社
会
に
と
っ
て
全
く
類
似
の
結
果
を
持
ち
得
る
、
と
言
う
良
く
知

ら
れ
た
事
実
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
諸
々
の
事
情
の

下
で
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
の
こ
の
立
法
に
お
け
る
「
革
命
的
」
な

こ
と
は
、
内
容
、
す
な
わ
ち
、
良
俗
基
準
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
使

用
手
段
な
ら
び
に
大
幅
に
変
遷
を
遂
げ
た
社
会
に
伝
統
的
価
値
を
再

び
貫
徹
し
よ
う
と
す
る
努
力
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
立
法
の
関
心
は
、

そ
れ
ま
で
専
ら
社
会
倫
理
的
規
範
に
委
ね
ら
れ
て
き
た
分
野
を
包
括

的
に
社
会
計
画
し
、
相
応
す
る
制
裁
を
備
え
て
、
強
力
な
実
施
を
目

指
す
こ
と
で
あ
る
。

従
っ
て
、
こ
の
立
法
の
と
り
わ
け
、
一
、
社
会
倫
理
的
規
範
分
野

へ
の
立
法
的
介
入

二
、
立
法
に
よ
る
包
括
的
社
会
計
画
、
と
い
う

ふ
た
つ
の
特
色
が
同
時
代
人
に
異
例
と
思
わ
れ
た
。

第
一
点
に
つ
い
て
。
両
者
の
う
ち
、
前
者
は
な
る
ほ
ど
十
分
に
問

題
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
も
、
と
に
か
く
伝
統
と
の
接
点
が

（85-２- ）583 179

古代における社会計画（D.ネル）



あ
っ
た
。
な
る
ほ
ど
、
伝
統
は
、
子
無
し
者
の
離
婚
「
義
務
」
及
び

未
亡
人
の
再
婚
「
義
務
」
を
殆
ど
是
認
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
大

部
分
の
婚
姻
法
規
律
は
実
際
に
以
前
の
社
会
規
範
に
遡
り
得
る
も
の

で
あ
っ
た
。
例
を
挙
げ
れ
ば
、
解
放
自
由
婦
女
と
の
元
老
院
議
員
婚

姻
の
不
名
誉
、
婚
姻
・
子
女
養
育
義
務
、
独
身
者
に
対
し
て
既
婚
者

優
遇
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
歳
月
を
経
て
、
社
会
的
現
実
が
こ
れ
ら

の
規
範
を
ど
れ
ほ
ど
ま
で
に
超
え
て
し
ま
っ
た
か
を
確
定
す
る
の
は
、

家
族
社
会
史
学
者
の
仕
事
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
一
見
し
て
、
個
人
主
義

が
惹
き
起
し
た
過
去
と
の
断
絶
は
、
と
り
わ
け
独
身
に
お
い
て
示
さ

れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
子
無
し
問
題
は
も
っ
と

複
雑
か
も
し
れ
な
い
。
初
婚
が
し
ば
し
ば
極
め
て
低
い
年
齢
で
な
さ

れ
、
従
っ
て
、
お
そ
ら
く
家
族
が
（
婚
約
に
よ
り
）
準
備
し
締
結
し

た
の
で
、
子
無
し
婚
姻
を
個
人
的
愛
好
に
基
づ
く
い
わ
ば
合
法
的
性

的
関
係
と
捉
え
る
の
は
あ
ま
り
当
っ
て
い
な
い
。

実
際
の
習
俗
と
規
範
の
関
係
を
も
っ
と
深
め
な
く
と
も
、
伝
統
的

規
範
が
広
く
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
た
こ
と
は
確
証
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
規
範
は
し
ば
し
ば
社
会
的
制
裁
し
か
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
正
に
、
こ
れ
ら
の
規
範
は
監
察
官
の
叱
責n

o
ta

に

よ
り
社
会
的
お
よ
び
｜
政
治
的
参
与
権
に
関
し
｜
（
現
代
的
意
味
で

の
）
国
制
法
的
効
果
（
参
照
、
と
り
あ
え
ず
、
元
老
院
か
ら
の
追

放
）
も
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
強
化
さ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
同
時
に

い
わ
ば
法
的
性
格
を
帯
び
た
。
婚
姻
法
上
の
制
裁
の
多
く
（
例
え
ば
、

独
身
者
、
子
無
し
者
の
官
職
志
願
に
お
け
る
不
利
益
取
扱
い
）
は
、

監
察
官
に
よ
る
以
前
の
規
律
の
単
な
る
継
続
発
展
を
示
す
も
の
で
あ

る
こ
と
は
も
う
何
度
も
強
調
し
た
。

し
か
し
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
の
婚
姻
立
法
の
基
礎
に
あ
る
基
準

が
広
く
伝
統
的
な
も
の
で
あ
っ
た
だ
け
で
は
な
い
。
同
様
に
、
今
日

の
見
解
に
よ
れ
ば
、
む
し
ろ
社
会
倫
理
に
任
せ
ら
れ
る
個
々
の
任
務

に
対
し
て
、
立
法
の
｜
倫
理
規
範
の
補
完
と
し
て
｜
採
る
立
場
も
ま

た
、
伝
統
に
矛
盾
す
る
も
の
で
無
か
っ
た
こ
と
は
看
過
さ
れ
て
は
な

ら
な
い
。
今
日
広
く
基
本
権
・
人
権
の
保
護
の
対
象
と
な
る
領
域
に

対
す
る
立
法
的
介
入
は
、
古
代
で
は
一
般
的
に
今
日
よ
り
あ
ま
り
目

立
た
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
国
家
・
社

会
に
対
す
る
個
人
の
自
由
権
（
主
観
的
意
味
で
の
）
は
、
原
理
的
に

存
在
し
な
か
っ
た
。
自
由lib

erta
s

は
、
国
内
で
は
、
一
次
的
に
は

支
配
に
参
加
す
る
権
利
に
他
な
ら
ず
、
国
家
自
由
的
領
域
の
保
証
で

は
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
と
り
わ
け
、
多
数
の
奢
侈
禁
止
法
令

（
四
一
に
上
る
と
言
わ
れ
る
）
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
禁
令
は
繰

り
返
し
て
絶
え
ず
出
さ
れ
、
社
会
的
弊
風
（
と
り
わ
け
、
饗
宴
、
服

装
、
葬
祭
に
お
け
る
奢
侈
）
を
矯
正
し
よ
う
と
し
た
が
、
効
果
は
あ

ま
り
上
が
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る27

）。
と
り
わ
け
、
禁
令

発
布
直
後
は
こ
れ
ら
の
法
は
実
際
に
煩
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
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も
っ
と
も
、
私
的
分
野
へ
の
こ
の
介
入
は
比
較
的
少
数
で
あ
り
、
と

り
わ
け
、
制
裁
も
ど
う
見
て
も
効
果
少
い
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
こ
ま
で
は
婚
姻
法
規
律
が
伝
統
と
の
結
び
つ
き
の
あ
る
こ
と
を

示
す
こ
と
に
努
め
た
。
し
か
し
、
新
し
い
こ
と
が
た
っ
ぷ
り
と
あ
る
。

不
文
の
社
会
規
範
が
成
文
の
法
と
な
り
、
規
範
違
反
の
制
裁
も
、
柔

軟
で
そ
の
効
果
も
一
様
で
な
い
の
に
代
っ
て
、
考
え
抜
か
れ
た
制
裁

と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
と
り
わ
け
、
相
続
法
上
の
財
産
取
得
制
限

に
当
て
は
ま
る
。
相
続
に
よ
る
取
得
は
古
代
に
お
い
て
は
、
取
得
原

因
に
お
い
て
現
代
よ
り
は
る
か
に
重
要
な
意
義
を
持
っ
た
。

帝
政
期
に
は
戦
争
投
機
、
服
属
民
搾
取
に
よ
っ
て
財
を
成
す
可
能

性
は
少
く
な
っ
た
。
国
家
行
政
勤
務
、
軍
隊
勤
務
を
別
と
す
れ
ば
、

遺
産
取
得
の
助
け
の
な
い
と
こ
ろ
で
、
自
己
の
才
覚
で
富
貴
に
達
す

る
僥
倖
は
限
ら
れ
て
い
た
。
富
は
一
次
的
に
農
業
的
利
用
を
基
礎
と

し
、

広
義
の
）
大
商
業
は
危
険
の
多
い
も
の
で
、
ま
た
、
既
に
資

産
の
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
お
り
、
こ
れ
に
加
え
、
農
業
に
比
べ

る
と
量
的
に
も
役
割
が
少
な
か
っ
た
。
ち
な
み
に
、
商
業
・
工
業
は

し
ば
し
ば
下
層
民
、
と
り
わ
け
、
解
放
自
由
人
の
分
野
で
あ
っ
た
。

何
ら
か
の
事
情
で
富
裕
と
成
っ
た
者
は
原
則
と
し
て
そ
の
富
を
ふ
た

た
び
土
地
所
有
に
投
資
し
た
。
こ
れ
に
加
え
、
支
配
貴
族
層
の
構
成

員
が
商
工
業
に
直
接
携
わ
る
こ
と
は
そ
の
身
分
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い

と
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
簡
単
な
素
描
に
よ
っ
て
も
、
｜
「
不
動
産

的
」
社
会
す
べ
て
と
同
じ
く
｜
、
個
人
の
社
会
的
・
経
済
的
状
況
を

決
定
的
又
は
最
終
的
に
規
定
す
る
の
は
正
に
相
続
に
よ
る
取
得
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
に
さ
れ
る
。
な
お
、
現
代
と
比
較
す
れ
ば
、
相
続
法

問
題
が
ロ
ー
マ
法
学
文
献
に
お
い
て
、
は
る
か
に
重
要
な
役
割
を
演

ず
る
こ
と
も
そ
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。

立
法
者
は
ロ
ー
マ
市
民
の
行
動
様
式
の
変
更
を
徹
底
的
に
望
み
、

そ
の
こ
と
が
、
ま
さ
に
相
続
法
上
の
制
裁
の
厳
し
さ
に
出
て
い
る
。

手
短
に
誇
張
し
て
言
え
ば
、
従
来
の
制
裁
は
個
別
的
違
反
行
為
を
対

象
と
し
た
の
に
対
し
て
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
の
婚
姻
法
は
広
く
一

般
的
に
な
っ
て
い
た
既
往
の
行
動
態
度
を
変
更
さ
せ
る
こ
と
を
企
図

し
た
の
で
あ
る
。
同
時
代
人
は
法
律
と
社
会
倫
理
の
関
係
の
問
題
を

良
く
理
解
し
て
い
た
。
立
法
者
が
良
俗
観
を
ど
こ
ま
で
決
め
う
る
か

の
問
題
、
法
律
は
一
般
に
む
し
ろ
事
実
に
あ
わ
せ
る
も
の
な
の
か
、

そ
れ
と
も
そ
の
逆
な
の
か
の
問
題
に
つ
い
て
、
長
年
に
わ
た
る
一
般

的
議
論
が
存
在
し
た
の
み
で
は
な
い
（
参
看
、
と
り
あ
え
ず
、
ス
ト

バ
イ
オ
ス
三
巻
三
七
節
二
〇
で
の
テ
オ
フ
ラ
ス
ト
ゥ
ス
）。
こ
の
立

法
作
業
に
極
め
て
近
い
時
期
の
言
及
は
、
良
俗
向
上
の
た
め
の
立
法

的
措
置
の
内
在
的
困
難
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
れ
に
つ
い
て
の
い
く
つ
か
の
例
の
み
を
示
す
。
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ

ス
帝
の
、
家
族
良
俗
向
上
を
目
指
し
た
最
初
の
試
み
が
挫
折
し
た
時

代
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
頃
、
ホ
ラ
ー
テ
ィ
ウ
ス
の
言
葉
が
あ
り
、
し
ば

（85-２- ）585 181

古代における社会計画（D.ネル）



し
ば
引
用
さ
れ
る
（
歌
章
三
巻
二
四
歌
三
五
行
以
下
）。

良
俗
無
し

に
、
無
益
な
法
律
が
何
に
役
立
つ
も
の
か

Q
u
id
 
leg
es
 
sin
e

 
m
o
rib
u
s v

a
n
a
e p

ro
ficiu

n
t....

」。
家
族
法
関
係
立
法
の
最
初
の

高
揚
の
年
で
あ
る
紀
元
前
一
八
年
、
元
老
院
に
お
い
て
、
ア
ウ
グ
ス

ト
ゥ
ス
帝
に
対
し
殆
ど
歓
呼
の
如
く
、
若
者
婦
女
の
放
逸
に
対
す
る

新
た
な
法
律
が
要
請
さ
れ
た
時
、
帝
は
「
必
要
な
こ
と
は
も
う
規
律

さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
立
法
は
そ
の
た
め
の
適
切
に
手
段
で
は
な

い
」
と
応
じ
た
（
カ
ッ
シ
ウ
ス
・
デ
ィ
オ
、
五
四
巻
一
六
節
四
）。
後

に
、
テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
帝
が
奢
侈
抑
制
を
再
び
行
う
こ
と
を
求
め
ら
れ

た
時
の
言
葉
は
も
っ
と
明
白
で
あ
る
。
同
帝
は
、
従
前
の
規
律
が
無

力
で
あ
っ
た
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
と
り
わ
け
、
社
会
的
規
範
で
の
変

化
の
み
が
そ
の
改
善
に
役
立
つ
、
と
指
摘
を
し
て
、
断
り
の
理
由
と

し
た
（
タ
キ
ト
ゥ
ス
、
年
代
記
、
三
巻
五
二
節
以
下
（
五
四
節
五
））。

第
二
点
に
つ
い
て
。
婚
姻
法
が
規
律
の
内
容
に
関
し
て
も
、
伝
統

を
想
起
さ
せ
る
と
し
て
も
、
本
質
的
に
伝
統
の
枠
か
ら
は
み
出
る
も

の
で
あ
る
こ
と
は
我
々
は
見
た
。
し
か
し
、
新
し
さ
は
、
と
り
わ
け
、

社
会
計
画
の
手
段
と
し
て
ま
さ
に
法
律
を
広
範
囲
に
利
用
す
る
こ
と

に
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
手
短
に
誇
張
し
て
言
え
ば
、
立
法
を
社
会
計

画
に
利
用
す
る
こ
と
は
以
前
に
は
当
た
り
前
で
は
な
く
、
ま
た
、

｜
ロ
ー
マ
で
経
験
し
た
よ
う
に
｜
立
法
は
そ
の
た
め
の
適
切
な
手
段

で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

ヴ
ィ
ア
ッ
カ
ー
に
倣
い
）
共
和
政
期
立
法
の
「
理
念
型
」
を
描

く
な
ら
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
特
色
を
帯
び
る
。
具
体
的
な
動
機
、

す
な
わ
ち
あ
る
状
況
で
生
じ
た
不
都
合
な
い
し
特
段
に
痛
感
し
た
弊

害
に
対
す
る
対
策
と
し
て
、
立
法
が
行
わ
れ
た
。
内
容
上
は
、
個
別

列
挙
主
義
的
規
定
の
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
際
、
立
法
の
動
機
と
な
っ

た
具
体
的
弊
害
に
対
し
、
目
的
を
は
る
か
に
越
え
る
制
裁
が
課
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。
一
例
（
歴
史
的
に
は
お
ぼ
ろ
げ
に
分
か
る
に
す
ぎ

な
い
）
を
挙
げ
れ
ば
、
紀
元
前
二
〇
四
年
の
キ
ン
キ
ウ
ス
法lex

 
C
in
cia

の
立
法
動
機
は
収
賄
禁
止
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し

て
、
法
律
は
贈
与
そ
の
も
の
を
禁
止
す
る
と
い
う
行
き
過
ぎ
た
内
容

で
あ
っ
た
。
動
機
と
効
果
の
齟
齬
は
ロ
ー
マ
立
法
の
二
つ
の
特
色
を

示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ロ
ー
マ
立
法
は
か
な
り
の
程
度
ま
で
、

日
常
的
政
治
闘
争
の
道
具
で
あ
っ
た
。
政
治
的
扇
動
に
沸
き
立
つ
と
、

立
法
者
が
簡
単
に
過
剰
反
応
す
る
。
他
方
、
立
法
技
術
が
未
熟
で
、

と
り
わ
け
適
切
な
程
度
ま
で
の
抽
象
化
が
進
ん
で
い
な
か
っ
た
。

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
の
立
法
を
こ
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
な
る
ほ

ど
、
そ
れ
が
日
常
的
政
治
目
的
と
は
縁
遠
い
こ
と
は
た
し
か
に
そ
の

特
色
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
新
た
な
立
法
技
術
が
、
立
法
動

機
に
お
け
る
こ
の
新
し
い
方
向
に
そ
ぐ
わ
な
い
。
パ
ー
ピ
ウ
ス
・

ポ
ッ
パ
エ
ウ
ス
法
規
定
を
少
し
引
用
す
れ
ば
、
ど
ん
な
叙
述
よ
り
も

う
ま
く
こ
の
こ
と
を
説
明
す
る
で
あ
ろ
う
。
前
に
述
べ
た
元
老
院
階
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級
の
婚
姻
禁
止
に
か
か
わ
る
規
定
で
あ
る28

）。

元
老
院
議
員
、
そ
の

息
子
、
孫
、
曾
孫
で
あ
る
か
そ
う
な
っ
た
者
の
何
人
も
、
解
放
自
由

婦
女
を
、
ま
た
同
じ
く
、
自
ら
あ
る
い
は
そ
の
父
又
は
母
が
俳
優
と

し
て
演
じ
、
あ
る
い
は
演
じ
た
婦
女
を
知
悉
の
上
望
ん
で
妻
あ
る
い

は
許
婚
者
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
元
老
院
議
員
の
娘
、
孫
娘
、

曾
孫
娘
は
、
解
放
自
由
男
又
は
、
自
ら
あ
る
い
は
そ
の
父
又
は
母
が

俳
優
と
し
て
演
じ
、
又
は
演
じ
た
男
子
を
知
悉
の
上
で
望
ん
で
婚
約

者
又
は
夫
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
上
述
の
者
の
何
人
も
こ
れ
ら
の
女

性
を
知
悉
の
上
で
望
ん
で
婚
約
者
又
は
妻
と
し
て
は
な
ら
な
い
。」

立
法
者
が
個
々
事
項
を
決
定
す
る
仕
方
で
ま
た
瑣
事
に
拘
泥
し
て

あ
ら
ゆ
る
可
能
な
局
面
を
規
律
す
べ
く
努
め
て
い
る
こ
と
、
一
般
的

概
念
の
使
用
を
避
け
て
い
る
こ
と
、
ま
さ
に
｜
自
由
な
解
釈
を
制
限

す
る
｜
完
全
主
義
の
た
め
に
、
も
っ
と
高
度
な
抽
象
化
を
す
れ
ば
避

け
る
こ
と
が
出
来
た
で
あ
ろ
う
過
誤
・
脱
漏
が
立
法
に
生
じ
る
こ
と

に
な
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
例
え
ば
、
養
父
、

婚
外
子
父
の
職
業
的
俳
優
活
動
が
障
碍
事
由
と
な
る
か
否
か
、
あ
る

い
は
、
婚
姻
後
に
妻
の
親
が
職
業
的
俳
優
の
道
を
歩
み
始
め
た
場
合

そ
の
妻
と
離
婚
す
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
直
ち
に
議
論
す
る
こ
と
に

な
る
（
参
照
、
と
り
あ
え
ず
、
パ
ウ
ル
ス
、
学
説
彙
纂
二
三
巻
二
章

四
四
法
文
二
項
以
下
）。
た
し
か
に
、
こ
の
種
の
立
法
技
術
も
社
会

計
画
を
妨
げ
な
か
っ
た
が
、
絶
え
間
な
く
改
善
を
行
う
必
要
が
あ
る

こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
こ
の
立
法
技
術
は
包
括
的
社
会
計
画
の
実
現

に
と
っ
て
重
い
障
碍
と
な
っ
た
。

ロ
ー
マ
法
秩
序
に
は
、
既
存
の
法
規
範
の
廃
止
を
嫌
悪
す
る
、
と

い
う
特
色
（
こ
こ
で
は
詳
論
出
来
な
い
）
が
さ
ら
に
あ
り
、
こ
の
こ

と
が
、
少
な
く
と
も
、
社
会
計
画
が
一
目
瞭
然
で
は
な
く
、
ま
た
同

時
に
、
そ
の
遂
行
を
難
し
く
し
た
。
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
の
婚
姻
法

は
、
こ
の
傾
向
を
踏
襲
し
、
古
い
ユ
ー
リ
ウ
ス
法
を
不
十
分
と
認
め

て
、
新
し
い
パ
ー
ピ
ウ
ス
・
ポ
ッ
パ
エ
ウ
ス
法
を
制
定
し
て
も
そ
れ

に
代
替
す
る
の
で
は
な
く
、
補
完
し
個
別
規
定
に
つ
い
て
変
更
し
た

の
み
で
あ
る
。
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
例
え
ば
、
二
世
紀
後
に
お
い

て
も
、
教
父
テ
ル
ト
ゥ
リ
ア
ー
ヌ
ス
の
あ
る
文
章
（
護
教
論
四
）
は
、

両
法
を
整
合
さ
せ
る
の
に
困
難
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

適
切
な
制
裁
の
賦
課
が
必
ず
し
も
成
功
し
な
い
こ
と
は
、
ロ
ー
マ

の
立
法
に
と
っ
て
｜
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
の
婚
姻
法
に
す
っ
か
り
当

て
は
ま
る
と
い
う
訳
で
な
い
と
し
て
も
｜
ひ
と
つ
の
特
徴
で
あ
る
こ

と
は
前
述
し
た
。
ロ
ー
マ
立
法
者
は
、
こ
こ
で
詳
論
で
き
な
い
い
く

つ
か
の
理
由
か
ら
、
不
完
全
法
（
無
制
裁
禁
令
）leg

es
 
im
p
er-

fecta
e,
m
in
u
s q
u
a
m
 
p
erfecta

e

に
傾
く
傾
向
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

法
律
が
制
裁
を
そ
も
そ
も
持
た
ず
、
そ
の
た
め
、
裁
判
政
務
官
が
制

裁
を
発
達
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
、
と
か
、
あ
る
い
は
、
当
該
法
的
行

為
を
有
効
と
し
た
ま
ま
、
そ
の
制
裁
は
処
罰
に
の
み
あ
る
と
い
う
も
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の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
婚
姻
法
で
は
、
婚
姻
禁
止
は
婚
姻
を
無

効
と
は
し
な
い
点
に
示
さ
れ
る
。
婚
姻
無
効
は
、
二
世
紀
近
く
を
経

て
規
律
（
個
別
事
例
に
つ
い
て
の
み
か

）
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る

（
参
照
、
パ
ウ
ル
ス
、
学
説
彙
纂
二
三
巻
二
章
一
六
法
文
序
項
に
お

け
る
元
老
院
議
決
）。
前
記
引
用
法
文
は
、
法
律
そ
の
も
の
は
禁
止

す
る
だ
け
に
止
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
法
学
者
の
解
釈

に
よ
れ
ば
、
婚
姻
禁
止
は
、
婚
姻
「
そ
れ
自
体
」
は
有
効
で
あ
る
が
、

婚
姻
法
上
の
優
遇
も
与
え
ら
れ
ず
不
利
益
に
対
し
て
も
保
護
さ
れ
な

い
、
と
言
う
意
味
で
あ
る
、
と
理
解
す
る
。
別
の
例
を
挙
げ
れ
ば
、

結
果
と
し
て
ま
さ
に
決
定
的
な
相
続
法
上
の
制
限
は
、
遺
言
を
無
効

な
い
し
一
部
無
効
と
宣
告
す
る
や
り
方
で
は
貫
徹
さ
れ
な
か
っ
た
。

供
与
さ
れ
た
遺
産
の
取
得
を
制
限
し
た
の
み
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

遺
言
相
続
に
代
っ
て
、
法
定
相
続
が
補
充
的
に
は
生
じ
な
い
と
い
う

帰
結
と
な
る
。
婚
姻
法
の
こ
の
立
法
技
術
が
社
会
計
画
を
排
斥
し
な

い
こ
と
は
強
調
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
の
婚
姻

法
は
正
に
そ
の
反
証
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
制
裁
が
鮮
明
で
な
い
こ

と
は
、
社
会
計
画
を
困
難
に
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

ロ
ー
マ
革
命
」
の
時
代
に
、
例
え
ば
、
グ
ラ
ッ
ク
ス
、
あ
る
い

は
、
ス
ッ
ラ
が
立
法
に
よ
る
社
会
計
画
を
既
に
考
え
て
い
た
の
か
否

か
、
ま
た
、
そ
の
内
容
如
何
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
論
じ
な
い
。

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
の
婚
姻
立
法
が
こ
れ
ら
の
以
前
の
企
て
と
最
も

本
質
的
に
相
違
し
て
い
る
点
を
、
争
い
の
あ
る
問
題
が
多
く
あ
る
と

し
て
も
、
素
描
す
る
。
例
え
ば
、
農
地
配
分
法
（
農
業
法leg

es
 

a
g
ra
ria
e

）
は
、
社
会
構
造
改
革
を
目
的
と
し
、
重
要
で
は
あ
る
が
、

短
期
間
に
実
行
さ
れ
る
規
律
を
対
象
と
し
た
。
ス
ッ
ラ
の
諸
法
律
で

は
、

国
家
」
構
造
の
改
革
が
第
一
次
的
に
問
題
で
あ
り
、
社
会
の

改
革
は
そ
れ
程
で
は
な
か
っ
た
。
や
や
込
み
入
っ
た
一
文
に
要
約
す

れ
ば
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
立
法
の
新
し
さ
は
、
帝
が
、
ロ
ー
マ
立

法
と
言
う
あ
ま
り
適
切
で
な
い
手
段
に
よ
っ
て
、
婚
姻
・
家
族
と
い

う
随
分
前
か
ら
私
的
分
野
に
な
っ
て
い
た
領
域
に
深
く
幅
広
く
し
か

も
そ
の
規
律
が
将
来
に
向
か
っ
て
効
果
を
持
つ
の
み
な
ら
ず
絶
え
ず

新
た
に
現
実
化
す
る
と
言
う
仕
方
で
、
規
律
し
て
介
入
し
よ
う
と
し

た
こ
と
に
見
ら
れ
る
。

Ⅵ
古
代
ロ
ー
マ
に
お
い
て
立
法
者
に
よ
る
包
括
的
社
会
計
画
が
こ
の

よ
う
に
稀
で
、
稀
で
あ
る
が
故
に
こ
の
よ
う
に
目
立
っ
た
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
の
原
因
を
、
こ
こ
で
は
、
む
し
ろ
格
言
体
風
に
思
索
的

に
探
る
の
が
所
を
得
て
い
よ
う
。
な
お
、
こ
の
問
題
設
定
の
、
一
部

は
既
に
述
べ
た
、
い
く
つ
か
の
局
面
以
上
に
は
こ
こ
で
は
行
か
な
い
。

ロ
ー
マ
立
法
の
個
別
決
定
主
義
は
立
法
能
力
の
欠
如
の
単
な
る
表
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れ
以
上
の
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
、
む

し
ろ
個
別
的
事
例
を
問
題
と
す
る
ロ
ー
マ
的
思
考
方
法
に
対
応
す
る
。

す
な
わ
ち
、
個
別
事
例
を
出
来
る
だ
け
以
前
の
範
例ex

em
p
la

の

助
け
に
よ
り
解
決
し
、
そ
れ
が
今
度
は
再
度
、
個
別
事
例
の
範
例
と

し
て
機
能
す
る
機
会
を
持
つ
と
い
う
思
考
方
法
で
あ
る
。
規
則
な
い

し
原
理
と
い
う
形
で
の
抽
象
化
が
全
く
無
か
っ
た
と
い
う
の
で
は
な

い
。
し
か
し
、
こ
の
抽
象
化
は
相
変
わ
ら
ず
比
較
的
に
事
例
に
近

か
っ
た
。
多
数
の
事
例
と
規
則
に
と
っ
て
基
礎
と
な
る
可
能
性
の
あ

る
原
則
を
探
求
す
る
こ
と
は
せ
い
ぜ
い
二
次
的
役
割
を
果
た
す
に
過

ぎ
な
か
っ
た
。

正
に
法
曹
身
分
が
存
在
し
、
法
曹
身
分
が
法
秩
序
形
成
に
対
し
決

定
的
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
う
ロ
ー
法
の
特
色
は
、
こ
の
傾
向
を

強
め
た
。
ロ
ー
マ
の
法
曹
法
は
、
個
別
事
例
か
ら
出
発
し
、
次
い
で
、

事
例
の
類
似
・
相
違
の
認
識
を
経
て
、
理
論
的
形
象
の
創
出
に
至
り
、

こ
の
形
象
が
｜
い
つ
も
明
白
と
は
限
ら
な
い
｜
法
秩
序
を
認
識
さ
せ

た
。
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
者
は
、
｜
簡
潔
に
言
え
ば
｜
正
義
及
び
絶
対
的

に
正
当
な
法
を
問
題
と
し
た
が
、
ロ
ー
マ
の
法
学
者
は
個
々
の
法
的

問
題
の
正
し
い
解
決
を
求
め
た
。

さ
ら
に
、
法
曹
法
は
、
政
治
的
権
力
に
基
づ
い
て
、
あ
る
い
は
そ

の
担
い
手
の
何
ら
か
超
凡
的
能
力
に
よ
っ
て
、
そ
の
権
威
を
持
つ
の

で
は
な
く
、
第
一
次
的
に
は
、
法
に
対
す
る
｜
絶
え
ず
評
価
に
曝
さ

れ
た
｜
専
門
的
作
業
の
継
続
に
よ
っ
て
保
持
し
た
。
法
的
「
伝
統
主

義
」
が
、
そ
の
用
語
は
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
る
が
正
確
に
定
義
す
る

の
は
難
し
い
け
れ
ど
も
、
こ
れ
に
関
わ
る
。
こ
の
伝
統
主
義
は
な
る

ほ
ど
変
革
に
対
し
て
適
応
能
力
は
あ
る
が
、
こ
の
変
革
を
既
存
の
も

の
に
組
み
込
む
こ
と
に
努
力
し
た
。
お
そ
ら
く
、
敢
て
一
般
化
し
て

言
え
ば
、
根
本
的
変
更
は
必
要
な
い
か
、
そ
れ
と
も
、
期
待
さ
れ
な

い
と
こ
ろ
で
は
、
法
曹
法
は
新
た
な
要
請
に
柔
軟
に
既
存
法
を
適
応

さ
せ
る
能
力
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
、

常
に
評
価
も
す
べ
き
）
一
般

的
社
会
計
画
の
実
行
の
た
め
に
は
相
応
し
い
道
具
で
は
な
い
。
法
学

者
の
立
法
に
対
す
る
関
係
に
つ
い
て
言
え
ば
、
法
律
制
定
に
ロ
ー
マ

の
法
学
者
は
殆
ど
関
与
し
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
法
学
者
の
法
律

に
対
す
る
「
支
配
」
は
、
法
学
者
達
が
婚
姻
法
を
法
曹
法
に
組
み
込

む
こ
と
に
努
め
た
こ
と
に
も
示
さ
れ
る
。
社
会
計
画
へ
の
関
心
が
た

と
え
存
在
し
た
と
し
て
も
、
法
学
者
に
よ
る
援
助
は
あ
て
に
は
で
き

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

制
度
と
良
俗
の
関
係
に
つ
い
て
の
古
代
の
理
解
に
は
、
別
の
（
こ

こ
で
は
同
じ
く
示
唆
に
留
ま
る
だ
け
の
）
特
殊
性
が
あ
る
。
確
か
に
、

最
善
の
制
度
に
つ
い
て
の
考
察
が
古
代
に
お
い
て
｜
と
り
わ
け
ギ
リ

シ
ャ
に
お
い
て
で
あ
れ
｜
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
理
論
的

考
察
に
よ
る
国
制
を
考
え
る
と
よ
い
。
し
か
し
、

帝
政
期
に
お
い

て
も
）
国
制
の
任
務
を
も
第
一
次
的
に
人
間
の
教
育
に
見
よ
う
と
す
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る
明
ら
か
な
傾
向
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
法
律
が
正
に
教
育
的
機

能
を
担
う
と
言
う
見
解
が
広
く
流
布
し
て
い
た
。
従
っ
て
、
ギ
リ

シ
ャ
思
想
家
達
が
｜
ロ
ー
マ
国
制
・
社
会
制
度
を
基
本
的
に
肯
定
す

る
場
合
で
も
｜
「
ロ
ー
マ
の
立
法
者
は
立
法
を
教
育
の
た
め
に
使
っ

て
い
な
い
」
と
ロ
ー
マ
の
立
法
者
を
批
判
す
る
の
は
注
目
さ
れ
る29

）。

ロ
ー
マ
人
は
、
正
し
い
倫
理
が
良
き
国
家
・
社
会
秩
序
の
決
定
的

基
盤
を
な
す
こ
と
を
十
分
に
認
識
し
て
い
た
。
ロ
ー
マ
歴
史
家
達
が
、

国
の
安
寧
と
禍
害
は
制
度
で
は
な
く
、
良
俗
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と

を
、
僅
か
な
留
保
し
か
付
け
ず
に
、
認
め
て
い
る
こ
と
は
そ
の
明
白

な
証
拠
で
あ
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
こ
こ
で
関
心
の
あ
る
時
代

に
つ
い
て
は
、
奢
侈
禁
止
法
を
別
と
す
れ
ば
、
ロ
ー
マ
人
は
立
法
を

良
俗
教
育
に
使
用
す
る
こ
と
に
全
く
抑
制
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
観
点

か
ら
も
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
の
立
法
が
、
処
罰
お
よ
び
報
償
に

よ
っ
て
（p

o
en
a
 
et p

ra
em
ia

参
照
、
と
り
あ
え
ず
、
ウ
ル
ピ

ア
ー
ヌ
ス
、
学
説
彙
纂
一
巻
一
章
一
法
文
一
項
に
お
け
る
定
義
）
教

育
的
に
作
用
し
た
こ
と
は
特
別
な
注
目
を
惹
く
こ
と
で
あ
る
。
社
会

改
革
は
一
次
的
に
は
教
育
に
よ
る
も
の
と
し
、
同
時
に
、
法
律
は
手

段
と
し
て
は
役
立
た
な
い
と
す
る
立
場
の
も
と
で
は
、
立
法
に
よ
る

包
括
的
社
会
計
画
は
例
外
に
と
ど
ま
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う
。

歴
史
意
識
と
時
代
感
覚
、
と
表
現
し
う
る
観
念
は
、
明
確
な
理
解

に
未
だ
殆
ど
達
し
て
い
な
い
し
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
説
明
出
来
な

い
が
、
立
法
に
よ
る
社
会
計
画
を
阻
害
す
る
別
の
要
素
で
あ
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
、
伝
統
に
対
す
る
特
殊
ロ
ー
マ
的
関
係
、
同
時
に
、
進

歩
を
原
則
的
に
否
定
す
る
循
環
史
論
に
論
及
す
る
に
と
ど
ま
る
の
は
、

あ
ま
り
に
大
雑
把
な
単
純
化
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
｜
今
日
風
に

い
え
ば
｜
現
在
の
法
を
肯
定
す
る
史
的
態
度
も
、
ま
た
、
循
環
史
論

に
対
し
て
直
線
的
歴
史
理
解
を
対
比
さ
せ
る
史
的
立
場
も
疑
い
な
く

存
在
し
た
。
も
っ
と
も
、
後
者
を
進
歩
信
仰
、
あ
る
い
は
、
自
己
状

況
の
歴
史
的
相
対
化
と
同
じ
と
見
て
は
は
ら
な
い
。
あ
ち
こ
ち
に
散

在
す
る
い
く
つ
か
の
言
明
は
、
歴
史
理
解
・
時
代
理
解
の
観
点
か
ら

も
将
来
志
向
的
社
会
計
画
の
遭
遇
す
る
困
難
を
示
し
て
い
る
の
か
も

知
れ
な
い
。

革
新
も
、
正
し
く
理
解
し
た
古
き
も
の
の
回
復
と
し
て
根
拠
付
け

る
こ
と
は
ロ
ー
マ
人
に
は
自
明
の
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
述
べ

た
。
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
確
か
に
社
会
計
画
と
論
理
的
に
は
矛
盾

し
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
に
は
、
二
重
の
意
味
で
開
か
れ
た
未
来
に

欠
け
る
。
理
想
状
況
が
過
去
に
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
理
想
状
況
の
回

復
は
再
び
未
来
を
閉
ざ
す
。
古
代
の
理
想
郷
｜
お
そ
ら
く
は
理
想
郷

そ
の
も
の
｜
が
静
止
状
況
を
め
ざ
す
こ
と
は
先
に
重
ね
て
言
及
し
た
。

こ
れ
に
加
え
、
こ
の
理
想
状
況
は
史
的
現
実
と
は
る
か
に
離
れ
、
理

想
へ
と
導
く
歩
み
を
測
る
の
は
難
し
い
。
一
歩
ず
つ
前
進
す
る
社
会

計
画
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
を
顧
慮
し
目
標
を
再
び
た
だ
通
過
点
と
看
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做
し
、
｜
簡
単
に
言
え
ば
｜
柔
軟
で
あ
る
と
言
う
社
会
計
画
、
の
観

念
は
、
少
な
く
と
も
原
理
的
に
は
、
古
代
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

必
要
と
あ
ら
ば
、
｜
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
（
参
照
、
タ
キ
ト
ゥ
ス
、

年
代
記
三
巻
五
五
節
四
も
）
が
前
記

注
３
）業
績
録
で
し
た
よ
う
に

｜
立
法
活
動
が
将
来
に
模
範ex

em
p
lu
m

で
あ
る
、
と
誇
ら
し
げ

に
述
べ
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
れ
は
静
止
的
像
を
将
来
に
及
ぼ
し

｜
そ
れ
が
一
旦
忘
却
さ
れ
る
と
｜
模
範
あ
る
い
は
基
準
と
し
て
過
去

か
ら
も
う
一
度
取
り
出
す
こ
と
を
意
味
す
る
の
み
で
あ
る
。

歴
史
的
変
遷
に
関
し
て
は
、
衰
微
史
観
｜
も
っ
と
も
、
循
環
史
論

に
よ
り
緩
和
し
た
｜
が
広
く
優
勢
で
あ
る
。
進
歩
史
観
が
古
代
に
お

い
て
全
く
縁
が
無
か
っ
た
と
い
う
訳
で
は
な
い
が
、
そ
の
考
え
は
、

む
し
ろ
技
術
、
学
問
、
文
明
的
財
貨
の
発
展
に
関
す
る
が
、
そ
の
際
、

こ
の
進
歩
を
良
俗
堕
落
と
結
び
付
け
る
傾
向
が
あ
る
（
参
照
、
と
り

あ
え
ず
、
セ
ネ
カ
、
書
簡
集
九
五
、
一
四
）。
し
か
し
、
進
歩
と
堕

落
の
問
題
を
別
と
し
て
も
、
人
間
が
事
態
の
歴
史
的
発
展
に
介
入
す

る
こ
と
を
有
意
義
と
看
做
す
か
、
ま
た
、
そ
れ
は
ど
の
範
囲
ま
で
か

は
、
全
く
疑
問
で
あ
る
。
楽
観
主
義
者
達
は
、
あ
る
い
は
、
例
え
ば

良
い
教
育
に
（
若
年
者
に
限
ら
ず
）
期
待
を
託
し
た30

）。
以
前
に
到
達

し
た
文
化
的
水
準
を
回
復
す
る
こ
と
は
、
擬
古
典
的
立
場
か
ら
稀
な

ら
ず
言
明
さ
れ
る
教
育
の
任
務
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
他
で
は
、
全

く
大
雑
把
に
「
宿
命
論
的
」
と
呼
び
う
る
心
情
が
大
勢
を
支
配
し
て

い
る
。
自
然
支
配
と
名
づ
け
る
の
を
慣
わ
し
と
す
る
も
の
に
発
展
が

欠
如
し
て
い
る
こ
と
と
こ
の
宿
命
論
の
間
に
連
関
が
あ
る
こ
と
は
否

定
さ
れ
な
い
。
こ
こ
で
も
ま
た
、
実
例
を
簡
潔
に
素
描
す
れ
ば
、
そ

れ
が
分
析
の
役
目
を
引
き
受
け
る
で
あ
ろ
う
。

歴
史
的
変
遷
を
人
の
生
涯
と
の
類
推
で
理
解
す
べ
き
と
い
う
考
え

が
広
く
ひ
ろ
ま
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
二
世
紀
は
じ
め
の
一
文
の
み

を
紹
介
す
る
。
そ
の
文
章
が
、

普
通
の
よ
う
に
）
時
間
が
経
て
ば

自
動
的
に
下
降
す
る
こ
と
を
宿
命
論
的
に
強
調
す
る
の
で
は
な
く
、

こ
の
展
開
を
救
済
者
（
こ
こ
で
は
皇
帝
）
の
介
入
が
少
な
く
と
も
一

時
的
に
中
断
す
る
こ
と
に
特
色
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
歴
史
家
フ

ロ
ー
ル
ス
（
書
簡
集
一
巻
序
節
四
）
は
、
ロ
ー
マ
民
族
を
い
わ
ば
一

人
の
人
間
の
よ
う
に
看
做
し
、
そ
の
生
涯
全
体
を
、
ど
の
よ
う
に
、

誕
生
、
生
育
、
壮
年
、
更
に
老
齢
に
至
る
か
を
検
討
す
る
。
帝
政
期

の
現
在
に
は
老
齢
と
滅
亡
が
迫
っ
た
が
、
す
べ
て
の
予
想
に
反
し
て
、

ト
ラ
ヤ
ヌ
ー
ヌ
ス
帝
統
治
が
い
わ
ば
そ
の
青
年
期
を
取
り
戻
す
効
果

を
も
た
ら
し
た
、
と
。

こ
の
文
章
は
人
間
の
生
涯
と
の
比
較
の
危
険
性
と
そ
の
限
界
を
具

体
的
に
示
し
て
い
る
。
民
族
の
歴
史
が
出
生
、
壮
年
、
死
亡
と
有
機

的
に
展
開
す
る
な
ら
、
事
態
の
進
行
に
対
す
る
人
為
的
介
入
が
意
味

あ
る
か
が
問
題
と
な
る
。
同
時
に
、
こ
の
文
章
は
、
同
時
代
人
の
見

方
に
よ
れ
ば
、

奇
跡
」
は
排
斥
さ
れ
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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従
っ
て
、
具
体
的
に
は
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
の
よ
う
な
立
法
的
規

律
が
予
想
に
反
し
て
盛
期
に
そ
の
よ
う
で
あ
っ
た
社
会
的
良
俗
の
回

復
と
い
う
成
果
を
も
た
ら
し
う
る
こ
と
に
な
る
。

第
二
の
文
章
は
（
上
述
し
た
）
テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
帝
の
奢
侈
禁
止
法

発
布
拒
絶
に
続
く
箇
所
で
あ
る
。
タ
キ
ト
ゥ
ス
（
年
代
記
三
巻
五
五

節
）
は
、
お
よ
そ
フ
ラ
ー
ウ
ィ
ウ
ス
朝
統
治
開
始
（
紀
元
後
六
九

年
）
以
降
、
奢
侈
は
法
律
が
無
く
て
も
減
少
し
た
、
と
。
タ
キ
ト
ゥ

ス
は
、
い
く
つ
か
の
考
え
ら
れ
る
理
由
（
過
度
の
奢
侈
が
支
配
者
の

嫉
妬
・
憂
慮
を
生
む
危
険
、
節
約
に
慣
れ
た
新
た
な
層
の
登
場
、
皇

帝
ウ
ェ
ス
パ
シ
ア
ー
ヌ
ス
の
模
範
的
生
活
振
り
）
を
挙
げ
る
。
タ
キ

ト
ゥ
ス
は
こ
れ
ら
の
理
由
に
十
分
に
納
得
し
な
か
っ
た31

）。
お
そ
ら
く
、

す
べ
て
の
事
態
に
あ
る
種
の
循
環
が
あ
り
、
四
季
と
同
じ
く
、
良
俗

も
変
化
す
る
の
で
あ
ろ
う
、
こ
れ
は
、
現
在
も
ま
た
（
賞
賛
さ
れ
る

の
が
普
通
の
）
過
去
と
比
較
し
て
長
所
を
持
つ
こ
と
に
な
ろ
う
、
こ

の
こ
と
は
さ
ら
に
、
実
例
と
し
て
子
孫
に
与
え
ら
れ
、
現
在
は
常
に

過
去
と
争
い
つ
づ
け
る
こ
と
と
な
ろ
う
、
と
。

こ
の
例
か
ら
も
「
宿
命
論
」
と
い
う
表
現
は
あ
ま
り
に
も
大
雑
把

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

高
潔h

o
n
estu

m

」
を
め
ぐ
る

各
世
代
間
の
競
争
は
少
な
く
と
も
否
定
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
同

様
に
、
人
の
生
涯
各
段
階
の
比
喩
に
お
い
て
も
、
事
物
の
循
環
仮
説

に
お
い
て
も
宿
命
論
的
核
心
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
そ
れ

は
将
来
的
社
会
計
画
を
必
ず
し
も
奨
励
す
る
も
の
で
な
い
。

し
か
し
、
古
代
人
間
の
本
質
探
求
と
い
う
朦
朧
た
る
地
平
に
行
っ

て
し
ま
う
危
険
の
あ
る
こ
れ
ら
の
思
考
を
こ
こ
で
切
り
上
げ
た
い
。

こ
れ
ま
で
の
思
索
は
古
代
に
お
い
て
、
立
法
者
に
よ
る
包
括
的
社
会

計
画
は
完
全
に
は
否
定
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
こ
と
、
し
か
し
、
そ

の
実
現
の
た
め
の
前
提
は
様
々
な
局
面
の
下
で
相
当
に
不
利
で
あ
っ

た
、
と
い
う
提
示
命
題
の
理
解
を
い
さ
さ
か
な
り
と
も
助
け
る
こ
と

に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

学
問
論
に
お
け
る
と
同
じ
く
）
歴
史
を
人
生
の
師m

a
g
istra

32
）

v
ita
e

と
し
て
評
価
す
る
こ
と
に
ま
た
肯
定
的
に
な
る
な
ら
、
過
去

に
関
す
る
報
告
は
現
代
に
繋
が
る
い
く
つ
か
の
連
想
を
呼
び
起
こ
す
。

そ
れ
は
、
例
え
ば
、
法
律
の
社
会
倫
理
へ
の
影
響
、
当
初
の
社
会
政

策
的
目
標
が
財
政
的
関
心
の
た
め
に
法
律
の
「
機
能
転
換
」
が
起
こ

る
こ
と
、
法
律
の
意
図
的
な
い
し
意
図
し
な
い
副
次
的
効
力
、
な
ど

に
関
す
る
。
ま
た
、
通
報
（
密
告
）
制
に
結
び
付
け
得
る
。
通
報
制

は
、
法
秩
序
が
法
実
施
機
関
に
属
さ
な
い
人
々
の
協
働
無
く
て
は
存

続
で
き
な
い
こ
と
、
法
実
施
機
関
自
体
が
そ
れ
ほ
ど
強
く
機
能
し
な

け
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
一
層
必
要
と
な
る
こ
と
を
示
す
が
、
こ
の
補
助

手
段
は
容
易
に
密
告
制
の
悪
弊
に
染
ま
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
い
ず
れ
の
類
推
も
許
さ
な
い
相
違
を
忘
れ
る
べ
き
で
は

な
い
。
古
代
に
お
い
て
、
技
術
的
可
能
性
の
低
い
こ
と
の
み
な
ら
ず
、

（法政研究85-２- ）188 592

資 料



ま
た
、
そ
れ
と
連
関
し
て
は
る
か
に
「
希
薄
な
」
国
家
組
織
に
鑑
み
、

法
律
の
実
効
性
問
題
は
今
日
と
様
相
が
違
う
。
法
規
範
は
、
立
法
者

が
人
間
の
伝
統
に
拘
束
さ
れ
た
性
格
を
考
慮
せ
ず
に
、
将
来
を
社
会

計
画
し
う
る
、
い
わ
ば
自
由
に
な
し
う
る
素
材
で
あ
る
と
い
う
観
念

は
、
未
だ
殆
ど
展
開
し
て
い
な
か
っ
た
。
最
後
に
、
運
命
と
対
処
す

べ
き
人
間
の
自
分
自
身
へ
の
信
頼
も
ま
た
、
古
代
で
は
ま
だ
強
く
な

か
っ
た
。
我
々
は
タ
キ
ト
ゥ
ス
の
法
律
懐
疑
論
か
ら
考
察
を
始
め
た

の
で
、
哲
学
者
で
あ
り
皇
帝
で
あ
る
（
そ
し
て
皇
帝
と
し
て
立
法
者

で
も
あ
る
）
マ
ル
ク
ス
・
ア
ウ
レ
ー
リ
ウ
ス
の
諦
観
の
言
葉
で
本
稿

を
閉
じ
た
い
。

自
省
録
九
巻
二
九
節
一
項
以
下
）

万
有
の
原
因
は

一
の
激
流
で
あ
る
。
そ
れ
は
万
物
を
流
れ
に
拉
ち
去
る
。
そ
れ
に
つ

け
、
政
治
を
事
と
し
、
加
得
る
に
哲
学
を
土
台
に
し
て
行
動
し
て
い

る
と
自
惚
れ
る
小
人
輩
の
な
ん
と
低
劣
な
こ
と
か
。
洟
垂
れ
小
僧
と

な
ん
ら
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
人
間
よ
、
い
っ
た
い
お
ま
え
は
な

に
も
の
な
の
か
。
自
然
が
い
ま
こ
の
と
き
お
ま
え
に
も
と
め
て
い
る

こ
と
を
、
な
す
こ
と
だ
。
事
情
が
許
さ
ね
ば
や
む
を
え
な
い
が
、
さ

も
な
い
か
ぎ
り
、
自
然
の
要
求
に
答
え
る
べ
く
、
意
欲
を
燃
え
立
た

せ
よ
。
そ
し
て
、
ひ
と
が
そ
れ
を
知
っ
て
く
れ
る
か
否
か
を
気
に
し

て
、
も
の
ほ
し
げ
に
ま
わ
り
を
見
る
な33

）。」

内
容
要
旨

タ
キ
ト
ゥ
ス
（
年
代
記
三
巻
二
五
節
以
下
）
の
「
立
法
史
」
に
お
け

る
消
極
的
意
見
を
出
発
点
と
し
て
、
こ
の
素
描
は
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス

帝
婚
姻
法
の
社
会
的
、
人
口
問
題
的
背
景
、
内
容
、

人
口
政
策
的
お

よ
び
財
政
的
）
目
標
、
そ
の
有
効
性
、
副
次
的
効
果
、
さ
ら
に
、
法
律

対
象
者
の
予
盾
心
理
的
な
反
応
と
法
学
者
の
解
釈
を
分
析
す
る
。
こ
れ

は
、
社
会
倫
理
的
分
野
で
の
立
法
的
介
入
に
よ
り
、
ま
た
一
般
的
に
、

古
代
に
お
い
て
立
法
に
よ
る
社
会
計
画
に
よ
り
、
社
会
の
見
方
と
行
動

様
式
を
新
た
な
方
向
に
向
か
わ
せ
る
こ
と
が
可
能
か
、
ま
た
ど
の
範
囲

で
可
能
か
の
問
題
に
至
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
社
会
計
画
が
稀
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
一
層
目
立
つ
も
の
と
な
っ
た
理
由
を
考
察
す
る
。

（
著
作
集
第
一
巻
冒
頭S

.X
X
X
I

に
よ
る
）。

注１
）

本
稿
で
は
十
分
な
注
記
を
付
す
る
こ
と
が
叶
わ
な
か
っ
た
。
本

論
文
の
問
題
へ
の
手
掛
り
と
し
て
、
以
下
（
節
毎
に
）
若
干
の
著
作

を
挙
げ
る
。
こ
れ
ら
の
著
作
は
も
っ
と
詳
し
い
史
料
・
文
献
を
含
ん

で
い
る
。

Ⅰ
節

R
.S
y
m
e,
T
a
citu

s,
O
x
fo
rd 1958,

371,
709f.

Ⅱ
節
ａ)
人
口
論
的
状
況
に
つ
き
、J.B

elo
ch
,
D
ie B

ev
o
lk
eru

n
g

 
d
er g

riech
isch

ro
m
isch

en W
elt,

L
eip
zig 1886;

P
.A
.B
ru
n
t,

Ita
lia
n M

a
n
p
o
w
er 225 B

.C
.-A
.D
.14,

O
x
fo
rd 1971

。
ｂ)

歴

史
的
背
景
）A

.H
eu
ß
,
R
o
m
isch

e G
esch

ich
te,

B
ra
u
n
sch

w
eig

 
1971,

3.A
u
fl.

と
り
わ
け282ff.;

R
.S
y
m
e,

D
ie
 
ro
m
isch

e
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R
ev
o
ltio

n
,
S
tu
ttg
a
rt 1957,

455ff.;

こ
の
他
、
論
文
集C

o
n
fe-

ren
ze A

u
g
u
stee,

M
a
ila
n
d 1939

収
録
の
諸
論
考
。
ｃ)

特
に
婚

姻
法
に
つ
き
）R

.A
sto
lfi,

L
a lex Iu

lia et P
a
p
ia
,
P
a
d
u
a 1970;

前
記C

o
n
feren

ze A
u
g
u
stee

所
収
のB

.B
io
n
d
i,
198ff,;

B
ru
n
t,

a
a
O
.558ff.;

M
.H
u
m
b
ert,

L
e rem

a
ria
g
e a

R
o
m
e,
M
a
ila
n
d

 
1972,

138ff.;
J.E

.S
p
ru
it,

L
ex
 
Iu
lia
 
et
 
P
a
p
ia
 
P
o
p
p
a
ea
,

D
ev
en
ter 1969;

更
にM

.K
a
ser,

d
a
s R

o
m
isch

e P
riv
a
trech

t
 

I 2.A
u
fl.,

M
u
n
ch
en 1971,

318ff.
II 2.A

u
fl.
M
u
n
ch
en 1975,

587.

所
掲
の
も
の
。

Ⅲ
節

法
律
の
実
効
性
に
つ
い
て
、
参
照
、B

ru
n
t,

H
u
m
b
ert,

S
p
ru
it

前
掲
箇
所
。
扶
養
財
団
に
つ
き
参
看
、R
.D
u
n
ca
n
-Jo
n
es,

T
h
e E

co
n
o
m
y
 
o
f th

e R
o
m
a
n
 
E
m
p
ire,

C
a
m
b
rid
g
e 1974,

288ff.

文
学
作
品
の
例
証
は
と
り
わ
け
前
掲H

u
m
b
ert,

S
p
ru
it

に

見
ら
れ
る
。
婚
姻
の
古
代
史
料
と
特
質
に
関
す
る
考
察
が
論
文
集

F
u
r u
n
d w

id
er d

ie E
h
e
(h
sg
.v
o
n K

.G
a
iser),

M
u
n
ch
en 1974

に
集
め
ら
れ
て
い
る
。

Ⅳ
節

婚
姻
法
に
対
す
る
反
響
に
つ
き
｜
前
掲H

u
m
b
ert

、
S
p
ru
it

の
他
｜D
.N
o
rr,

R
ech

tsk
ritik

 
in
 
d
er
 
ro
m
isch

en
 

A
n
tik
e,
A
b
h
.B
a
y
er.A

k
.W
.1974,

76ff.

古
代
ロ
ー
マ
の
経
済
史

的
問
題
の
手
頃
な
総
括
はM

.W
.F
red

erik
sen

,
T
h
eo
ry
,
ev
i-

d
en
ce
 
a
n
d
 
th
e
 
a
n
cien

t
 
eco

n
o
m
y
,
Jo
u
rn
a
l o

f
 
R
o
m
a
n

 
S
tu
d
ies 65,

1975,
164ff.

（
資
料
指
示
を
含
む
）
に
見
ら
れ
る
。
相

続
法
的
取
得
の
経
済
的
意
義
に
つ
き
、
と
り
わ
けR

.M
a
cM

u
llen

,

R
o
m
a
n so

cia
l rela

tio
n
s,
L
o
n
d
o
n 1974,

101f.

ロ
ー
マ
法
学
者

の
婚
姻
法
解
釈
に
つ
き
、
参
照U

.W
esel,

R
h
eto

risch
e
 
S
ta
tu
s-

leh
re u

n
d G

esetza
u
sleg

u
n
g d

er ro
m
isch

en Ju
risten

,
K
o
ln
-

B
erlin

-B
o
n
n
-M
u
n
ch
en 1967,

63ff.
u
n
d p

a
ssim

.

Ⅴ
節

ロ
ー
マ
法
秩
序
と
法
律
概
念
に
つ
き
、
参
照J.B

leick
-

en
,
L
ex
 
P
u
b
lica

,
B
erlin

-N
ew
 
Y
o
rk
 
1975 M

.K
a
ser,

Ü
b
er

 
G
esetz

 
u
n
d
 
R
ech

t
 
in
 
d
er
 
p
riv
a
trech

tsg
esch

ich
tlich

en
 

E
rfa
h
ru
n
g in

,,G
ed
a
ch
tn
issch

rift fu
r R

.D
ietz“,

M
u
n
ch
en

 
1972,

3ff.
N
o
rr,

a
a
O
 
144f.;

F
.W
iea
ck
er,

V
o
m
 
ro
m
isch

en
 

R
ech

t,
S
tu
ttg
a
rt
 
1961,

2.A
u
fl.,

45ff.;
F
.S
erra

o
,
L
eg
g
e

(d
iritto

 
ro
m
a
n
o
),
E
n
ciclo

p
ed
ia
 
d
el D

iritto
 
23,

M
a
ila
n
d

 
1973,

794ff.

Ⅵ
節

前
節
で
引
用
の
文
献
。
時
代
概
念
と
歴
史
意
識
に
つ
き
、

参
照
、R

.K
o
selleck

 
u
n
d
 
C
h
ristia

n
 
M
eier in

:
G
esch

ich
te

｜E
reig

n
is u

n
d
 
E
rza

h
lu
n
g
(h
rsg

.
v
o
n
 
R
.K
o
selleck

 
u
n
d

 
W
.-D
.S
tem

p
el)

M
u
n
ch
en 1973,

215ff.
286ff.

S
.M
a
zza

rin
o
,

Il p
en
siero sto

rico cla
ssico II 2,

R
o
m
-B
a
ri 1966,

359ff.,

412ff.;
D
.N
o
rr,
P
o
m
p
o
n
iu
s o
d
er
,,Z
u
m
 
G
esch

ich
tev

ersta
n
-

d
n
is d

er ro
m
isch

en
 
Ju
risten

“
in
:
A
u
fstieg

 
u
n
d
 
N
ied
er-

g
a
n
g
 
d
er
 
ro
m
isch

en
 
W
elt,

(F
estscrift

 
J.V

o
g
t)

II
 
15,

B
erlin

-N
ew
 
Y
o
rk 1976,

543ff.

２
）

a
es u

x
o
riu
m
 
v
g
l.
V
a
l.M

a
x
.2.9.1

帝
政
期
に
つ
き
参
照
、

エ
ジ
プ
ト
財
務
官
法
書so

g
.
G
n
o
m
o
n d

es Id
io
slo
g
o
s

29
３
）

M
o
n
u
m
en
tu
m
 
A
n
cy
ra
n
u
m
 
8.5:

L
eg
ib
u
s
 
n
o
v
is
 
m
e

 
a
u
cto

re la
tis m

u
lta ex

em
p
la m

a
io
ru
m
 
ex
o
lescen

tia ia
m
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ex n
o
stro sa

ecu
lo red

u
x
i et ip

se m
u
lta
ru
m
 
rerem

 
ex
em
-

p
la im

ita
n
d
a p

o
steris tra

d
id
i.

４
）

お
そ
ら
く
三
世
紀
か
ら
四
世
紀
へ
の
移
行
の
頃
に
集
成
さ
れ
た

ウ
ル
ピ
ア
ー
ヌ
ス
法
範T

itu
li ex co

rp
o
re U

lp
ia
n
i

（
と
り
わ
け

c.13ff.
以
下U

lp
.

と
略
称
）
が
豊
富
な
内
容
を
含
む
。
な
お
、
法

学
文
献
お
よ
び
非
法
学
文
献
か
ら
の
資
料
が
集
成
さ
れ
る
必
要
が
あ

る
。
参
照
、
こ
れ
に
つ
きG

.R
o
to
n
d
i,
L
eg
es p

u
b
lica

e p
o
p
u
li

 
ro
m
a
n
i,
N
a
ch
d
ru
ck H

ild
esh

eim
 
1966,

443ff.
457ff.

の
（
遺

漏
な
し
と
し
な
い
）
指
示
資
料
。

５
）

参
照
、
古
代
都
市
マ
ラ
ガ
の
都
市
法L

ex
 
m
u
n
icip

ii
 

M
a
la
cita

n
i c.56

(F
o
n
tes Iu

ris R
o
m
a
n
i A

n
teiu

stin
ia
n
i
( ＝

F
IR
A
)
I 208f.)

６
）

参
照
、T

a
citu

s,a
n
n
.4.30.2

で
の
テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
帝：

法
の

番
人
と
し
て
の
通
報
者
。

７
）

U
lp
.15.1f.

V
ir et u

x
o
r in

ter se m
a
trim

o
n
ii n

o
m
in
e

 
d
ecim

a
m
 
ca
p
ere

 
p
o
ssu

n
t.

Q
u
o
d
 
si ex

 
a
lio
 
m
a
trim

o
 

n
o
n
io
 
lib
ero

s
 
su
p
erstites

 
h
a
b
ea
n
t,
p
ra
eter

 
d
ecim

a
m
,

q
u
a
m
 
m
a
trim

o
n
ii n

o
m
in
e ca

p
iu
n
t,
to
tid
em
 
d
ecim

a
s p

ro
 

n
u
m
ero

 
lib
ero

ru
m
 
a
ccip

iu
n
t.

Item
 
co
m
m
u
n
is
 
filiu

s
 

filia
v
e
 
p
o
st
 
n
o
m
in
u
m
 
d
iem

 
a
m
issu

s
 
a
m
issa

v
e
 
u
n
a
m

 
d
ecim

a
m
 
a
d
icit:d

u
o
 
a
u
tem

 
p
o
st n

o
m
in
u
m
 
d
iem

 
a
m
issi

 
d
u
a
s d

ecim
a
s a

d
iciu

n
t.

こ
れ
に
加
え
、
エ
ジ
プ
ト
財
務
官
法
書

三
一
章
に
お
け
る
一
般
化
。
そ
れ
は
、
一
見
す
る
と
こ
の
相
続
法
上

の
規
律
は
一
般
に
子
供
を
持
つ
婚
姻
に
妥
当
す
る
こ
と
を
物
語
る
よ

う
に
み
え
る
。

８
）

30,
32.

類
似
の
最
低
財
産
額
に
つ
き
、G

a
iu
s,

in
-

stitu
tio
n
en 3.42

９
）

参
照
、
さ
ら
に
、
ア
エ
リ
ウ
ス
・
セ
ン
テ
ィ
ウ
ス
法L

ex
 

A
elia

 
S
en
tia

（
紀
元
四
年
、G

a
i.in

st.1.28ff.

）
の
同
様
の
規
定
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
劣
格
市
民
で
あ
る
解
放
自
由
人L

a
tin
i Iu

n
ia
n
i

が
ロ
ー
マ
市
民
権
を
取
得
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

10
）

参
照
、
と
り
あ
え
ず
、
エ
ジ
プ
ト
に
つ
きP

.J.S
ijp
esteijin

,

A
eg
y
p
tu
s 45,

1965,
171ff.;

56,
1976,

44ff.

11
）

参
看
、F

IR
A
 
III 4

（
紀
元
一
四
五
年
）

12
）

参
照
、L

.F
ried

la
n
d
er,

D
a
rstellu

n
g
en
 
a
u
s d

er S
itten

-

g
esch

ich
te R

o
m
s I,

L
eip
zig
,
1910 8.A

u
fl.
419ff.

の
引
証
。

13
）

こ
こ
で
は
伝
承
の
最
後
の
戸
口
調
査
数
に
関
す
る
。
紀
元
四
七

年
の
戸
口
調
査
に
つ
い
て
、
信
頼
性
の
劣
る
他
の
資
料
に
よ
り
六
九

〇
万
人
を
採
れ
ば
、
そ
の
相
違
は
は
る
か
に
明
白
で
あ
る
。
参
照
、

と
り
あ
え
ずB

elo
ch
,
a
a
O

前
記
注

１
））370ff.

14
）

参
看
、L

.M
itteis,

R
o
m
isch

es P
riv
a
trech

t I,
L
eip
zig

 
1908,

353 A
n
m
.
10;

F
.
D
e
 
M
a
rtin

o
,
S
to
ria
 
d
ella

 
co
sti-

tu
zio
n
e R

o
m
a
n
a IV

 
2,
N
ea
p
el 1975,

904ff.

15
）

M
a
rtia

l 6,
7.:

Iu
lia
 
lex
 
p
o
p
u
lo
u
s ex

 
q
u
o
,
F
a
u
stin

e,

ren
a
ta
 
est,

/A
tq
u
e
 
in
tra
re
 
d
o
m
o
s iu

ssa
 
P
u
d
icitia

 
est,

/A
u
t m

in
u
s a

u
t certe n

o
n
 
p
lu
s tricesim

a
 
lu
x
 
est,

/E
t

 
n
u
b
it d

ecim
o ia

m
 
T
elesilla v

iro
.
/Q
u
a
e n
u
b
it to

tien
s,n

o
n

 
n
u
b
it:

a
d
u
ltera

 
leg
e est:

/O
ffen

d
o
r m

o
ech

a
 
sim

p
licio

re
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m
in
u
s

﹇
藤
井
昇
氏
訳
﹈

16
）

参
照
、
と
り
あ
え
ず
、S

u
eto

n
,
A
u
g
u
stu
s 89.2 G

elliu
s 6.1

 
L
iv
iu
s,
p
er.

59
17
）

C
a
rm
en sa

ecu
la
re 17ff.

。
さ
ら
に
参
看
、ca

r.III 24

並
び

に
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
の
立
法
に
つ
き
一
般
的
にV

elleiu
s

 
P
a
tercu

lu
s 2.89

18
）

参
照
、S

u
eto

n
,
C
la
u
d
iu
s 19.

に
お
け
る
特
権
も
。
こ
の
他

の
事
例B

.B
io
n
d
i a
a
O
.

上
記
注

１
））207f.

19
）

参
照
、
贈
与d

o
n
a
tio

に
つ
き
、P

a
u
lu
s D

.39.6.35p
r

、
信

託
遺
贈fid

eico
m
m
issa

に
つ
き
、G

a
iu
s,
in
st.2.286 f.

20
）

参
照
、S

en
eca

 
fra
g
m
.87

(H
a
sse);

T
a
citu

s
 
a
n
n
.15.9;

S
u
eto

n
.T
ib
eriu

s 35.2;
C
a
ssiu

s D
io 54.16.7

21
）

参
照
、C

a
ssiu

s D
io 54.16.3 ff.

（
紀
元
前
一
八
年
に
つ
き
）。

後
の
出
来
事
に
つ
きT

a
citu

s
 
a
n
n
.2.51

。
そ
れ
に
つ
き
一
般
的
に

G
elliu

s 2.15.14f.

も
。

22
）

Ju
v
en
a
l 9.82:

N
u
llu
m
 
erg

o m
eritu

m
 
est,

in
g
ra
te a

c
 

p
erfid

e,n
u
llu
m
,
/q
u
o
d
 
tib
i filio

lu
s v

el filia
 
n
a
scitu

r ex
 

m
e?

/to
llis

 
en
im
 
et
 
lib
ris
 
a
cto

ru
m
 
sp
a
rg
ere

 
g
a
u
d
es

/a
rg
u
m
en
ta
 
v
iri.fo

rib
u
s su

sp
en
d
e
 
co
ro
n
a
s:
/ia
m
 
p
a
ter

 
es
!
d
ed
im
u
s q
u
o
d fa

m
a
e o
p
p
o
n
ere p

o
ssis.

/iu
ra p

a
ren

tis
 

h
a
b
es,p

ro
p
ter m

e scrib
eris h

eres,
/leg

a
tu
m
 
o
m
n
e ca

p
is

 
n
ec
 
n
o
n
 
et d

u
lce
 
ca
d
u
cu
m
.
/co

m
m
o
d
a
 
p
ra
eterea

 
iu
n
-

g
en
tu
r m

u
lta ca

d
u
cis,

/si n
u
m
eru

m
,
si,

tres im
p
lev
ero

.

﹇
藤
井
昇
氏
訳
参
照
﹈

23
）

参
看
、S

u
eto

n
.
D
o
m
itia

n 8.3;
Q
u
in
tilia

n
,
in
stitu

tio
n
es

 
8.5.19

さ
ら
に
参
照
、S

u
eto

n
.
T
ib
eriu

s 35.2

24
）

D
.
35,

1,
64,

1

マ
リ
ー
キ
ア
市
に
お
い
て
婚
姻
し
な
い
な

ら
」
と
い
う
条
件
が
遺
言
に
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
、
法
律
欺

が

行
わ
れ
た
か
否
か
が
問
題
と
な
る
。
そ
の
女
性
が
他
所
で
は
婚
姻
す

る
の
が
容
易
で
な
い
と
見
ら
れ
る
と
き
は
、
法
律
を
欺
く
た
め
に
記

載
が
付
加
さ
れ
た
の
で
、
法
上
当
然
無
効
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。

法
律
は
、
国
家
に
と
り
有
益
な
た
め
、
す
な
わ
ち
、
独
身
者
に
対
し

て
子
女
出
生
の
た
め
に
発
布
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
解
釈
に
よ
り

助
成
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。」

25
）

C
.
6,
51,

1,
1 Iu

st:

「
パ
ー
ピ
ウ
ス
法
は
、
多
数
の
章
に
お
い

て
諸
先
帝
が
改
訂
し
、
ま
た
、
非
使
用
に
よ
り
廃
止
さ
れ
、
さ
ら
に
、

朕
に
よ
り
、
脱
落
財
産
に
関
し
そ
の
厳
し
い
効
力
を
喪
失
し
た
。
賢

明
士
人
（
‖
法
学
者
）
も
ま
た
そ
れ
を
嫌
悪
し
、
脱
落
財
産
が
生
じ

な
い
よ
う
多
く
の
方
策
を
案
出
し
た
。」

26
）

十
二
表
法
の
時
代
に
、
信
憑
性
の
疑
わ
し
い
伝
承
に
よ
れ
ば
、

一
〇
万
人
の
市
民
が
い
た
と
い
う
。

27
）

参
看
、M

a
cro

b
iu
s S

a
tu
rn
a
lia
 
II 13

（
ア
ン
テ
ィ
ウ
ス
法

lex A
n
tia

に
つ
き
）、
及
びT

a
citu

s,
a
n
n
.3.52

28
）

D
.23.2.44p

r L
eg
e Iu

lia
 
ita
 
ca
v
etu

r:
Q
u
i sen

a
to
r est

 
q
u
iv
e filiu

s n
ep
o
sv
e ex

 
filio

 
p
ro
n
ep
o
sv
e
 
ex
 
filio

 
n
a
to

 
cu
iu
s eo

ru
m
 
est erit,

n
e q

u
is eo

ru
m
 
sp
o
n
sa
m
 
u
x
o
rem

v
e

 
scien

s d
o
lo m

a
lo h

a
b
eto lib

ertin
a
m
 
a
u
t ea

m
,
q
u
a
e ip

sa
 

cu
iu
sv
e p
a
ter m

a
terv

e a
rtem

 
lu
d
icra

m
 
fa
cit fecerit.

n
ev
e
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sen
a
to
ris filia

 
n
ep
tisv

e ex
 
filio

 
p
ro
n
ep
tisv

e ex
 
n
ep
o
te

 
filio

 
n
a
to
 
n
a
ta
 
lib
ertin

o
 
eiv
e
 
q
u
i ip

se
 
cu
iu
sv
e
 
p
a
ter

 
m
a
terv

e a
rtem

 
lu
d
icra

m
 
fa
cit fecerit,

sp
o
n
sa
 
n
u
p
ta
v
e

 
scien

s d
o
lo m

a
lo esto n

ev
e q

u
is eo

ru
m
 
d
o
lo m

a
lo scien

s
 

sp
o
n
sa
m
 
u
x
o
rem

v
e ea

m
 
h
a
b
eto

”.

｜
元
老
院
議
員
娘
の
回
避

可
能
性
に
つ
き
参
看
、P

a
u
lu
s D

.23.2.47

29
）

参
照
、
と
り
あ
え
ず
、C

icero
,
d
e re p

u
b
lica 4.3.3

に
お
け

るP
o
ly
b
io
s

。
の
ち
のS

en
eca

,
ep
istla

e,
94

は
こ
れ
と
少
し
異

な
る
。

30
）

参
照
、
例
え
ばT

a
citu

s,
D
ia
lo
g
u
s
 
25ff.

に
お
け
るV

ip
-

sta
n
u
s M

esssa
lla

の
所
説
。

31
）

T
a
citu

s,
a
n
n
.3.55.

5:

「
ち
ょ
う
ど
四
季
の
め
ぐ
っ
て
く
る
ご

と
く
、
風
俗
習
慣
も
変
遷
し
て
ゆ
く
か
ら
だ
と
。
じ
っ
さ
い
祖
先
の

習
慣
が
、
あ
ら
ゆ
る
点
で
今
日
よ
り
勝
れ
て
立
派
だ
っ
た
わ
け
で
は

な
い
。
わ
れ
わ
れ
の
時
代
に
も
、
後
世
模
範
さ
る
べ
き
高
貴
な
性
格

や
才
能
の
手
本
が
、
た
く
さ
ん
生
ま
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

こ
う
い
っ
た
面
で
の
わ
れ
わ
れ
と
祖
先
の
名
誉
あ
る
競
争
は
、
い
つ

ま
で
も
残
し
て
お
き
た
い
。」﹇
国
原
吉
之
助
氏
訳
﹈

32
）

C
icero

 
d
e o

ra
to
re 2.9.36

参
照
、
全
体
を
引
用
す
れ
ば
、

こ
の
表
現
は
や
や
相
対
化
さ
れ
る：

時
代
の
証
人
、
真
実
を
照
ら
し

出
す
光
、
記
憶
の
命
の
糧
、
人
生
の
師h

isto
ria

 
v
ero

 
testis

 
tem

p
o
ru
m
,
lu
x v

erita
tis,

v
ita m

em
o
ria
e,
m
a
g
istra v

ita
e

﹇
大
西
英
文
氏
訳
﹈

33
）

eis h
ea
u
to
n 9.29.1ff.

﹇
鹿
野
鹿
助
氏
訳
﹈

な
お
、
著
作
集
第
三
巻
末
尾
二
三
四
一
頁
に
次
の
追
記
が
あ
る
。

〞
参
照
、
第
五
六
論
文
も
。
ロ
ー
マ
の
法
律
の
特
徴
に
つ
き
要
約
的

にW
iea
ck
er,

R
ech

tsg
esch

ich
te I,

411ff.

婚
姻
法
に
つ
い
て
の

豊
富
な
文
献
の
中
か
ら
、F

.L
.R
a
d
itsa

,
A
N
R
W
 
II 13,

1980,
278

339

（
こ
の
独
創
的
な
論
考
に
つ
き
参
照
、N

o
rr,

S
Z
 
99,

1982,

466ff.);
A
.M
ette-D

ittm
a
n
n
,
D
ie E

h
eg
esetze d

es A
u
g
u
stu
s,

S
tu
ttg
a
rt 1991;

R
.A
sto
fi,

L
a
 
lex
 
Iu
ria
 
et P

a
p
ia
,
P
a
d
o
v
a

 
1994,

4.A
u
fl.;

T
.S
p
a
g
n
u
o
lo V

ig
o
rita

,
C
a
sta d

o
m
u
s,
N
a
p
o
li

 
1997.

〝
ち
な
み
に
、
論
文
集
第
五
六
論
文T

h
e
 
M
a
trim

o
n
ia
l
 
L
eg
isla

-

tio
n o

f A
u
g
u
stu
s:
a
n E

a
rly In

sta
n
ce o

f S
o
cia
l E
n
g
in
eerin

g
,

(to th
e M

em
o
ry o

f T
o
n
y T

h
o
m
a
s)
T
h
e Irish Ju

rist 16,
1981,

350
364

（
著
作
集
第
二
巻
一
三
六
九
｜
一
三
八
三
）
は
本
論
文
の
補

訂
英
語
版
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
（
末
尾
に
一
九
六
六
｜
六
七
年

以
降
そ
の
時
点
ま
で
の
新
研
究
文
献
多
数
掲
記
）。

＊
本
稿
は
、
ド
イ
ツ
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
法
学
部
デ
ィ
タ
ー
・
ネ
ル

D
ieter N

o
rr

教
授
の
一
九
八
〇
年
一
〇
月
の
来
日
の
折
に
、
東
京
に

お
け
る
研
究
会
に
お
い
て
、

D
ie
 
E
h
eg
estze

 
d
es
 
A
u
g
u
stu
s
 
a
ls

 
a
n
tik
es E

x
em
p
lu
m
 
fu
r P

la
n
u
n
g d

u
rch G

esetzg
eb
u
n
g

（
古
代

に
お
け
る
法
律
に
よ
る
社
会
計
画
と
し
て
の
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
の
婚

姻
法
に
つ
い
て
）」

一
〇
月
一
三
日
、
於
、
学
士
会
館
本
郷
分
館
）
と

題
す
る
報
告
を
さ
れ
、
わ
が
国
の
ロ
ー
マ
法
、
古
代
史
研
究
者
と
活
発

な
議
論
を
さ
れ
た
が
、
そ
の
報
告
の
も
と
と
な
っ
た
論
文P

la
n
u
n
g in
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d
er A

n
tik
e

｜Ü
b
er d

ie E
h
eg
esetze d

es A
u
g
u
su
tu
s,
in
:
F
rei-

h
eit
 
u
n
d
 
S
a
ch
zw
a
n
g
(B
eitra

g
e
 
zu
 
E
h
ren

 
H
.S
ch
elsk

y
s,

O
p
la
d
en
:
W
estd

eu
tsch

er V
erla

g 1977,
309

334

（
後
記
著
作
集

H
isto

ria iu
ris a

n
tiq
u
i,
2003,

B
d
.2,
1093

1118

に
再
録
）
の
邦
訳

で
あ
る
。
教
授
は
む
し
ろ
東
京
で
の
報
告
の
も
と
と
な
っ
た
こ
の
論
文

の
訳
出
を
望
ま
れ
た
の
で
、
そ
の
ご
意
向
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。
親

交
深
い
ド
イ
ツ
の
代
表
的
社
会
学
者
シ
ェ
ル
ス
キ
ー
教
授
献
呈
記
念
論

文
集
に
多
数
の
非
法
律
家
の
読
者
を
想
定
し
て
寄
稿
さ
れ
て
い
る
。

同
教
授
の
主
要
業
績
・
来
日
経
緯
に
つ
き
、
法
制
史
学
会
第
二
八
回

研
究
大
会
（
東
北
大
学
）
に
お
け
る
講
演
邦
訳
（
デ
ィ
ー
タ
ー
・
ネ
ル
、

青
井
秀
夫
・
西
村
重
雄
訳
、

サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
「
生
き
た
直
観
」

leb
en
-

d
ig
e A

n
sch

a
u
u
n
g

））
法
学
四
五
巻
六
号
（
昭
和
五
七
年
二
月
）
八

八
六
｜
九
一
七
頁
末
尾
の
広
中
俊
雄
教
授
の
付
記
参
照
。
近
時
、
教
授

の
七
十
歳
ま
で
の
論
文
集
成
が
、D

ieter
 
N
o
rr,

H
isto

ria
e
 
Iu
ris

 
A
n
tiq
u
i,
G
esa

m
m
elte S

ch
riften

,3 B
d
e.h

rsg
g
.T
.J.C

h
iu
si,W

.

K
a
iser,

H
.-D
.S
p
en
g
ler,

(B
ib
lio
th
eca

 
eru

d
ito
ru
m
 
28)

K
eip

 
V
erla

g
,
G
o
ld
b
a
ch
 
2003,

ま
た
八
十
歳
ま
で
がd

ers,
S
ch
riften

 
2001

2010,
a
n
la
ß
lich

 
sein

es
 
80.

G
eb
u
rtsta

g
s,
(C
o
leccio

n
 

P
rem

io
s U

rsicin
o A

lv
a
rez 3)

h
rsg

g
.T
.J.C

h
iu
si,
H
.-D
.S
p
en
g
-

ler,
M
a
rcia

l P
o
n
s,
M
a
d
rid
 
2012,

（
教
授
の
全
著
作
目
録
は
そ
れ

ぞ
れ
末
尾S

.2,
369

2387,
S
.867

885

）。
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
ネ
ル
教
授
は
、
こ
の
来
日
を
機
に
日
本
の
学
界
へ
の
関
心

を
深
め
ら
れ
、
バ
イ
エ
ル
ン
学
士
院
が
各
国
学
士
院
の
国
際
的
協
力
の

も
と
に
編
集
刊
行
す
る
ラ
テ
ン
語
辞
書T

h
esa

u
ru
s
 
lin
g
u
a
e

 

la
tin
a
e

編
集
委
員
会
の
責
任
者
で
あ
っ
た
と
き
、
同
事
業
へ
の
日
本

人
若
手
西
洋
古
典
学
者
の
参
加
を
提
案
さ
れ
（
日
本
学
士
院
お
よ
び
関

係
者
の
尽
力
に
よ
り
今
日
ま
で
に
複
数
例
が
実
現
し
て
い
る
と
仄
聞
）、

ま
た
、
一
九
九
一
年
九
月
、
委
任
に
関
す
る
ロ
ー
マ
法
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ウ
ム
（
九
州
大
学
付
属
図
書
館
ク
ン
ケ
ル
文
庫
設
置
記
念
）
を
主
導

（
そ
の
成
果
をD

ie
te
r
 
N
o
rr-S

h
ig
e
o
 
N
ish
im
u
ra

(h
rsg

.)

M
a
n
ta
tu
m
 
u
n
d
 
V
erw

a
n
d
tesB

eitra
g
e zu

m
 
ro
m
isch

en
 
u
n
d

 
m
o
d
ern

en R
ech

t,
S
p
rin
g
er-V

erla
g
,
B
erlin

-H
eid
elb
erg

-N
ew

 
Y
o
rk 1993,

442S
.

と
し
て
刊
行
）
さ
れ
た
。
な
お
、
訳
出
が
今
日
に

至
っ
た
の
は
全
く
訳
者
の
個
人
的
怠
慢
に
よ
る
。
ネ
ル
教
授
の
昨
年
一

〇
月
三
日
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
の
長
逝
（
享
年
八
七
歳
）
は
国
際
的
に
も
大

き
な
損
失
と
う
け
と
め
ら
れ
て
い
る
。

完
）
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